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・ 利用者、家族、地域、職員がお互い支え合い、共に歩む事業体

・ 一人ひとりを大切にし、誰もが自分らしく自立した明日（未来）を拓く事業体

・ 地域福祉に貢献できる事業体

１． 利用者、家族がいきいき生活できる法人を目指します。

① 人権・人格を尊重したサービスの提供を行います。

② 安全・安心を守るサービスの提供を行います。

③ 意見、要望を聴く機会を設けます。

２． 地域に根ざした法人を目指します。

① 地域と連携をとり、その一員としての自覚を持ち、その使命を果たします。

② 地域の方からの理解と信頼を得られるようにします。

３． 職員が成長し続ける法人を目指します。

① サービスの充実を目指し、職員の質の向上を図ります。

② 福祉の専門職として、考え、実践します。

③ 職員が一体となって組織力が発揮できる職場環境を作ります。

４． 安定した経営を行う法人を目指します。

① 効果的・効率的な経営を確立します。

② 経営の透明性を図ります。

③ 身の丈にあった組織運営を図ります。

④ 常に改善を心がけた事業運営を図ります。

⑤ 利用者ニーズにあったサービスの充実に努めることで、利用率の向上を図ります。

年度　 社会福祉法人おおぞら事業計画（案）

基本方針

　社会福祉法人おおぞらは、事業運営に当たり以下の3つの理念の下、利用者の生活の質の向上
及び利用者本位のサービスの提供を行っていきます。

基本理念

2019
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【法人事業方針】

Ⅰ

Ⅱ

【予定】

その他必要に応じて開催

評議員会
定時評議員会 ２０１９年６月２１日(金)

第２回理事会 ２０１９年６月２１日(金) 【予定】

【予定】

その他必要に応じて開催

運営協議会

監事監査 ２０１９年５月中旬 【予定】

２０２０年２月下旬第２回運営協議会 【予定】

第１回運営協議会 ２０１９年８月上旬 【予定】

２０１９年５月２９日(水)

２０１９年８月２８日(水)

【予定】

【予定】

【予定】

第１回理事会

第３回理事会

第４回理事会 ２０１９年１１月２７日(水)
理事会

第５回理事会 ２０２０年３月２５日(水)

　法人が掲げる基本理念を建前だけに終わらせないために、法人が意識して取り組むべ

きことは多々あると思われます。理念の中心がサービスの質の向上と利用者本位のサー

ビス提供だとすれば、職員の福祉専門性を向上させる仕組み作りと法人の健全な組織運

営を担う人材の育成に更に力を入れなくてはなりません。

　一つの試みとして日々提供するサービス業務の見直しを推進します。サービスそのもの

の向上と同時に、職員の現場での気づき、家族や職員との更なる連携の必要などが意識

され、結果として職員・法人の求められる専門性の向上が促されることを期待します。

　同時に、法人運営を担う中堅職員に対して必要な内外の研修参加を図り、法人の経営

会議への参加を促し組織運営の真摯な議論に関わる機会を作ってまいります。

　また、予期しない自然災害に遭遇した時に、利用者と職員の安全を守り事業継続をして

いく、また地域住民とともに地域の災害対応に貢献するための事業継続計画（BCP）の作

成も欠かせません。

　そして、新しいサービスとして、法人発足以来掲げているグル－プホームの運営の明確

なプランを今年度中に仕上げ、来年度でのグループホームの運営開始に目途をつける

べく所内での議論を図っていきたいと考えています。

社会福祉法人おおぞら
理事長　今澤隆一郎

法人基本理念、基本方針に基づいた事業運営

　基本理念、基本方針の実現のために、管理職による毎月の経営会議を開催します。また、課題解
決のために管理者、職員による各種委員会を実施します。

評議員会・理事会・運営協議会・監事監査の開催
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Ⅲ

Ⅳ

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

Ⅴ ２０１９年度の重点目標

（１）

①

②

③

（２）

（３） 利用者支援の充実に努めます。

①

②

③

④

⑤

（４） 施設整備および施設改修

① 建物壁面タイルの打診検査及びタイルの張替（つばさ・やまばと）

② PAS（気中負荷開閉器）の交換（つばさ・やまばと）

③ LED照明への切替（つばさ・やまばと）

④ 電話機入替（つばさ・やまばと）

⑤ 屋上防水（はくちょう）

⑥ 外壁塗装（はくちょう）

⑦ 外溝修繕（はくちょう）

⑧ 作業室給湯設備の入替（はくちょう）

⑨ 内装修繕（放課後クラブ）

⑩ 送迎車輌の入替（障害児放課後クラブ）

虐待防止と権利擁護の堅持

障害児通所支援事業(放課後等デイサービス　障害児放課後クラブ)の経営

経営組織の強化に努めます。

経営会議の開催と運営

規程、規則の遵守に努めます。

・職員ハンドブック（改訂版）の配布

運営協議会の開催と運営

評議員会、理事会の開催と運営

防災訓練の実施

利用者、家族、保護者の声を反映した支援の提供

行事、余暇活動の実施

経営会議等の開催

経営会議
（構成メンバー）理事長・常務理事・施設長・主査

事業運営

　第二種社会福祉事業

障害福祉サービス事業(就労継続支援B型つばさ、生活介護　はくちょう)の経営

毎月開催（原則として第２火曜日）

地域活動支援センター(やまばと)の経営

障害児相談支援事業(やまばと)の経営

特定相談支援事業(やまばと)の経営

健康管理、保健衛生面の充実



6

（５） 人事管理の充実に努めます。

①

②

③ 人材育成の充実

・職員研究発表会の実施

・OJT、OFF-JTの充実

・「新任職員研修」及び「階層別職員研修」の充実

・登録講師派遣事業研修の実施（年1～2回）

・防災管理者講習の受講

（６） 事業継続計画（BCP<business continuity plan＞）の作成を行ないます。

（７） グループホーム建設の具体化に取り組みます。

（８） 福祉サービス第三者評価の実施します。

（９） 社会福祉充実計画の実施に努めます。

・生活環境向上のための大規模修繕事業

・職員育成事業

・サービス向上のための新たな人材の雇入れ事業

・職員処遇向上事業

（１０）委員会等の開催と運営

① 研修委員会

② 虐待防止委員会

③ グループホーム建設検討委員会

④ 地域福祉委員会

⑤ 事業継続計画（BCP）策定委員会

⑥ サービス管理責任者会議

障害児放課後クラブ（放課後等デイサービス）

社会福祉充実計画の進捗状況の確認

人材確保と職員定着率の向上

人事評価制度の適正運用

・自己評価、管理者面談の実施
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１

２

４

（１）

（２）

（３）

（４） 人材確保と人材育成の強化

(5) 法人職員会議の開催

（６） 法人内職員研修の開催

研修委員会と連携した職員研修の開催を目指します。

（７） 職員研究発表会の開催

（８） 法人経営基盤の安定化への取り組み

研修委員会及び各事業所と連携した職員研究発表会を開催します。

経営会議と連携し、各事業の法人設立後５年間の振り返りと現状
分析、また今後の方向性について検証します。

6
本部事業の

内容

理事会、評議員会、監事監査の開催とその補佐

登録講師派遣事業研修 全員 年1～2回

経営会議の開催とその補佐

委員会の運営の補佐

経営会議の適切な運営を補佐します。

研修会名 対象者 備考

新任職員研修 新任職員

　法人事業方針に基づいて、以下の項目の実施を適切に行ないます。

理事会、評議員会、運営協議会の適切な運営を補佐します。

各委員会の適切な運営を補佐します。

安定的法人職員組織確立に向けた人材確保と、　「職員の資質と専門
性の向上」を目的とし、研修の実施等により人権意識の向上とともに福
祉に携わる職員として必要な知識・援助技術の向上を図ります。

年度初日に法人職員会議を開催し、事業計画の周知徹底を行ないま
す。

2019

　（兼務）事務長・障害児放課
　　　　　　後クラブ施設長を
　　　　　　兼ねる

常務理事・統括施設長

年度 事　業　計　画 本部
事業所名 本　部

３ 営業日
月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から翌年１月３日までを除く

営業時間 午前８時３０分から午後５時１５分

５

所在地 日野市旭が丘二丁目４２番地の５

常勤職員　　２名

　各事業所との連携強化と法人事務局体制の強化を目指します。

理事長 １名 非常勤職員　１名

職員配置

２名

１名 常勤職員　

事務員
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（９） 事業継続計画（BCP）の作成

事業継続計画（BCP）策定委員会を立ち上げます。

（１０）

（１１）

①

②

③

（１２）

（１３）

委員会及び各事業所と連携して、法人としての事業継続計画（BCP）の
作成に取り組みます。

大規模修繕への取り組み

各事業所と連携を図りながら、各事業所の抱える課題の解決に向けてのバッ
クアップを図ります。

各事業の業務向上と職員の心身の安全が維持できるようサポートしま
す。

法人組織全体の職務遂行状況や職員間に関係性を把握し、ハラスメン
ト受付窓口等の機能を活かし、速やかな問題解決に取り組みます。

各事業所の職務遂行に必要な地域連携に取り組みます。

地域連携に取り組みます。

経理・財務・給与・労務・人事の管理を適切に行ないます。

各事業所と連携して、社会福祉充実計画の生活環境向上のための大規
模修繕事業の具体化を図ります。
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１

２

３

５

９

（１）

（２）

（３）

１３ （１）

（２）

（３）

（４）

（５）

６
事業の

実施地域
日野市及び近郊他市

７
事業の主たる

対象者
知的障害

施設運営方針

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づき、
適切な対応と主体性、創造性のある円滑な運営に努めます。

生活介護事業の使命を果たすために、事業所ぐるみの努力を行ないます。

利用者、家族、職員及び地域の関わりにより、お互いの人格を高めあい、利
用者の社会参加と自立を育みます。

生活支援と作業支援等により、利用者の発達と自立を育みます。

利用者の人権を尊重し、守ります。

１０
サービス
提供時間

午前９時００分～午後４時００分
ただし、木曜日は午前９時００分～午後３時１５分

１１ 事業の目的

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく、生活
介護事業所として常時介護の必要な主たる対象者である知的障害者を受け入れ
て、

食事、排泄等の介護、日常生活上の支援

軽作業等の生産活動や創作的活動の機会の提供

（１）や（２）を通じた身体能力、日常生活能力の維持向上

　を中心とした情緒の安定を基盤に、個々の利用者の心身の状況に応じた適切な
介護を提供することで、利用者がより社会的自立を育むことを目的とします。

年度 事　業　計　画 （生活介護事業）

はくちょう
事業所名 はくちょう

平成２６年４月１日 社会福祉法人おおぞらの事業所「はくちょう」として
事業開始

利用定員

事業名 障害福祉サービス事業：介護給付「生活介護事業」

所在地 日野市日野台四丁目３１番地の７

2019

４
事業所の

流れ

昭和６２年４月１日 日野市立はくちょう学園
（「知的障害者通所更生施設」として）開設

平成１９年４月１日 障害者自立支援法による事業体系の移行により、
日野市立はくちょう（生活介護事業として）
事業開始

２０名

１２ 職員配置

サービス管理責任者 １名 常勤職員（専従）

８ 営業日
月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く

営業時間 午前８時３０分～午後５時１５分

生活支援員 １３名
常勤職員　　 　６名
非常勤職員　  ７名
（常勤換算：11.3人）

施設長 １名 常勤職員
（やまばと特定相談・
障害児相談事業責任者を
兼務）

１名

１名 嘱託（精神科医）

看護師 非常勤職員（常勤換算：0.05人）

運転手 1名 非常勤職員（常勤換算：0.5人）

嘱託医
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（１） 研修成果を発表し、現場に生かし、職員育成に努めます。

・

・

・

（２）

（３）

（４）

（５） 利用率の向上

・

（１）

（２）

（１）

①

②

③

（２）　

①

②

③

（１）

①

１５

事業所での生活が楽しく、快適なものになるよう心掛け、その中で日常
生活に必要な身辺自立能力を最大限活かせるよう支援します。

新規事業

１６ 作業支援方針

　「個別支援計画」に基づき、利用者一人ひとりの適性、興味・関心を十分に把握し
た上で、作業の自己選択、自己決定を大切にします。

　「個別支援計画」に基づき、利用者一人ひとりに合った介護・支援を行うとともに、
日常生活上必要かつ適正な身辺自立及び活動提供を支援します。コミュニケー
ション、排泄、食事、移動など基本的な生活習慣の理解と能力に応じた介助と支援
を行います。重度知的障害の受容のうえに立った集団生活における個に配慮した
生活が送れるよう、生活のあらゆる場面で意思決定が尊重されるよう支援します。

生活支援目標

法人研修委員会と連携して、事業所における事例検討研修会を実施し、グ
ループワークによるチーム支援の強化に取り組みます。

支援手法の一つである構造化への取り組みとして、利用者個人の個性・特性
に配慮した自立課題を模索していきます。

１７ 生活支援方針

１４

人事評価制度におけるチャレンジシートの作成活用により法人理念の理解
と、虐待防止や人権擁護など職員のスキルアップと個人面談による人材育成
に努めます。

福祉サービス第三者評価の結果を受けて、改善、向上に努めます。

今年度は88％以上の稼働率を目指します。

　運営方針項目をさらに進めるため、2019年度社会福祉法人おおぞら事業計画に
則り、職員一人ひとりが事業所経営の視点に立ち、主体的に行動し意識改革に努
め、事業の継続や安定性を保ちながら、創意工夫という柔軟性のある運営を目指し
ます。

2019年度
重点目標

研修体系に沿ったＯＦＦ－ＪＴによる福祉専門職として必要な技術及び
知識の習得の促進のため東京都社会福祉協議会、知的発達障害者部
会、障害者生活支援研究会（サポート研）、東京都障害者通所活動施
設職員研究会、東京都福祉人材センター研究室などの各種研修会に
積極的に参加します。
日常支援場面における個別支援実践技術等を研修担当職員及びサー
ビス管理責任者によるＯＪＴにより行います。OFF-JTで学んだ理論や技
術を、日常支援にフィードバックさせ、利用者支援の質の向上を図りま
す。

OFF-JTで学んだことを研修発表として職員会議でプレゼンテーション
し、ケース会議を充実させ、技術や理論の情報共有を行います。

法人委員会と連携し災害時事業継続計画（BCP)を作成し、計画に沿った事
業整備を行います

　生活介護における作業は、生産的活動機会に生かすことのできる能力を発揮す
ることにあり、個人の能力を正確に把握し「自分が持っている能力で、社会参加して
いる。」ことが実感できるような取り組みを支援します。

作業支援目標

繰り返す日課としての取り組みと、できることを肯定化することでの取り組
み意欲の向上と情緒安定を図ります。

作業を通して、身体機能及び自己肯定感の向上を図ります。

適性・ペース・選択の意思決定を尊重し、興味の拡大を図ります。

作業内容

アルミ缶回収、缶つぶし等缶作業
　（環境美化・リサイクル・地域交流と散歩を兼ねています。）

手芸作業（刺繍、アクセサリークラフト等）

ポスティング
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②

③

④

（２）　

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（１）

（２）　

（３）

（４）

（５）

（１）

毎月1回の地域清掃を行います。

　地域に根ざした事業所として、事業所内外の行事の補助、利用者の支援・介助の
ため、積極的にボランティアの受入れを行うとともに、育成にも努めます。

法人ホームページを活用した日常作業・活動・行事等におけるボランティアの
募集を行ないます。

重度知的障害者の受容の上に立った、集団生活における個に配慮した
生活の中で、利用者同士のつながりが持てるよう支援します。

利用者一人一人を大切にした支援を行ないます。

各種行事及びレクリエーション、音楽、創作、リトミック、リズム体操、プー
ル活動、クッキングなど。

より効果的な支援が出来るように家庭との連携を図り、利用者の健康状
態やニーズ等を的確に把握します。

活動内容

２２
関係機関
との連携

　計画相談をもとに、利用者の継続した地域生活の充実をめざし、利用者、ご家族
の了承のもと資源提供サービス機関との連携、協力に努めます。

原則として２カ月に１回家族会を開催します。

家族との連携

　利用者の状況を把握するため、家族との連携を密にし、より利用者のニーズに
あった支援を目指します。そのため次のことを実施します。

２３ 地域交流

　法人理念にもあるように「ともに歩む事業体」「地域福祉に貢献できる事業体」とし
て、社会の一員としての自覚を持ち、地域社会に親しみやすい関係を積極的につく
ります。

　具体的な方法として次の点に留意します。

障害者への理解を深めてもらうため事業所祭「はくちょうまつり」などを行いま
す。

市内のイベント（「みんなといっしょの運動会」等）へ参加します。

日野台地区の行事（市内一斉清掃、防災訓練、日野台祭典など）への職員の
参加を行います。

また、利用者の多様なニーズに応えられるよう、市内の福祉施設、地域の特別
支援学校及び関係機関との情報交換、連携に努めます。

２４

１８ 保健衛生

　健康の維持促進、疾病の予防、早期発見を目的に連絡帳による家庭との連携を
密にするとともに、以下の内容を実施します。

年2回の健康診断を実施します。（うち1回は社会福祉法人おおぞらと協定を
結んだ協力医療機関：日野台診療所、1回は嘱託医による聴打診となりま
す。）

2ヶ月に1回、奇数月下旬に嘱託医（精神科）による相談日を設けます。

身体機能低下の予防と体力維持のため、毎朝ラジオ体操を行ないます。

１９

サービス提供職員との個別面談を希望者に対して実施します。

２０ 送迎

給食会食会を年１回開催します。

毎日の利用で連絡帳、電話連絡等により家族との意思疎通を図ります。

支援計画の説明、修正時以外にも必要に応じて面談、家庭訪問を行います。

1週間に1回の看護師による健康状態の把握と保健衛生対応を行ないます。

毎月上旬に体重、血圧を測定をし、記録を家庭にも通知します。

はくちょうまつり・クリスマス交流会など協働に努めます。

　生活介護事業の利用促進と福祉の増進を図ることを目的に、送迎を希望し、必要
とする利用者については、送迎サービスの提供をします。

２１

食事の提供
　業務委託による給食を提供します。安心安全な食材を選び、季節感ある食事作り
を心掛ける業者を選考し、楽しくおいしい食事提供に努めます。

ボランティアの
受け入れ
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（２）　

（３）

（１）

（２）

（３）

（４）

（１）

・

（２）　

・

・

・

・ 東京都通所活動施設職員研修会主催の研修への参加

（３）

・

２９ 安全管理

その他

その他の各種研修会、講演会への参加

東京都による強度行動障害児者への研修会への参加

施設外研修

登録講師派遣事業等による法人研修会への参加

サービス管理責任者
支援員

立案・中間報告
総括時期

会議名 対象職種

第2木曜日

２８

第4木曜日

　老朽化した建物を向こう約20年間の使用に耐えうるように、優先順位をつけて改
修工事を計画していきます。　2019年度は、社会福祉充実計画による大規模改修
工事として、以下の工事を実施する予定とします。

支援員会議 支援員

屋上防水工事 外構意匠

実習生の受入れに関する基準に基づき、特別支援学校等より依頼のあった、
知的障害者等の実習を受け入れます。

教員介護等体験実習生を受け入れます。

２６ 会議

研修

総括会議 全職員

ケース会議
サービス管理責任者

支援員

　行動障害、てんかん、自閉症、心の問題など多種多様な障害による事故防止のた
め、生活環境の整備をはじめ、常時行動や顔色などに注意をします。

　万一怪我等があった場合には、看護師・生活支援員等で応急処置を行なうととも
に、体調の変化があった場合についても、必要に応じて家庭及び病院と連絡をとる
など、適切な対応に努めます。

第3木曜日

支援計画関連会議

２７

外壁塗装 作業室給湯設備

東京都社会福祉協議会主催の各種研修会への参加

　「生活介護事業：はくちょう」の目的を達成するため、また、社会福祉施設従事職
員の資質、知識及び技能の向上のため、法人研修体系及びはくちょう研修計画に
より各種研修会、講演会、施設見学会等に参加することで、福祉現場の多様化する
ニーズに対応できる専門性をより高め、積極的に事業に活かします。

施設内研修（ＯＪＴ）

（研修の目的）

日常支援を通してサービス管理責任者によるスーパーバイズ、職員会
議、支援員会議、ケース会議等を利用し、利用者支援の方向性を確認
し、個別支援スキルの向上に努めます。

会議日

修繕

　建物及び設備については、竣工より32年以上経過し、施設、設備等も老朽化して
おり、突発的に修繕が必要な場合もあります。

の修繕、更新

職員会議 全職員 第1木曜日

社会福祉協議会ボランティアセンターの機関誌「ボランティアインフォメーショ
ン」への募集記事の掲載依頼を定期的に行います。

社会福祉協議会主催の「夏の体験ボランティア」の受け入れ先として登録し
て、受け入れに努めます。

実習生の
受け入れ

実習生受入れに関する基準に基づき、大学、専門学校等より依頼のあった、
福祉系をはじめとした資格等取得のための実習を受け入れます。

市内中学校・高等学校生徒の職場体験実習を受け入れます。

２５
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（１）

①

②

③

④

（２）　

①

②

③

（１）

（２）　

（３）

３４
環境負荷の
軽減・配慮

　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行う
とともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行い
ます。

３６ 年間行事予定 （別紙２参照）

３１
虐待防止の
ための措置

　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重す
る視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐
待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マ
ニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出によ
り、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じま
す。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止
策を講じ市区町村へ報告します。

３２
個人情報保護

の措置

　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情
報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重
要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。

　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を
得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速
かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。

　日常業務の中の小さな事柄であっても、個人情報であるという認識を職員一人一
人が持てるよう、OJTをはじめとした職員研修を実施し、意識を高めるよう努めます。
更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。

３３ 苦情解決
　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の
考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓
口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。

事業継続計画（BCP)を作成し、災害時にも安全かつ速やかに事業実施
ができるように取り組みます。

防犯対策

所轄警察署と連携を取り対応します。

事業所周辺の整理整頓を心掛けます。

第３小学区域の通学路における、子供１１０番「ピーポくんの家」に登録
し、登下校時の児童の安全に協力をします。

３０ 緊急時の対応

警備会社とは、深夜、土曜、日曜日および祝祭日における緊急事態について
も、職員に連絡が入り、連携して対応できるようにします。

防災対策

事業所内外の整理整頓、環境整備に努め、地域との連携を図りながら、
職員を対象に「日野台自治会防災訓練」に参加します。

消防計画に基づき火災予防に努めるとともに、防災教育、訓練を徹底
し、防災対策体制の確立に努めます。月１回の避難訓練、年１回の通
報・消火訓練を行ないます。

震災対策についても消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応が出来る
ようにします。

３５ 週間・日課表 （別紙１参照）

事故等、緊急対応が必要な事態が生じた場合は、「危機管理マニュアル」に
基づいて職員が速やかに適切な対応、行動がとれるよう努めます。

各家庭との連絡については、電話連絡網や個別対応により速やかな対応を
図ります。
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３５． （別紙1）

8:30

8:40

9:55

10:05

10:25

〔 〔〔 〔〔 〔 〔
リズム
体操

缶作業 缶作業 運　動 缶作業 缶作業 缶作業

手　芸 手　芸 〕 手　芸 手　芸 手　芸

ほか ほか ほか ほか ほか

11:30 〕 〕 〕〕 〕 〕

11:40

12:25

13:30

14:15

14:30

14:35

15:00

15:10

15:25

15:40

16:30

16:50

17:00

2019年度　はくちょう　週間・日課表

お茶の時間

余暇時間

お茶の時間 着替え･排泄

余暇時間

帰宅準備

帰りの会

送　迎

着替え・排泄

帰宅準備

着替え・排泄

帰宅準備

帰りの会

送　迎

帰りの会・歌の時間

送 　　迎 

排　　泄・着　替　え・休　息　他

昼　　　　食

後　片　付　け　・　歯　磨　き　・　休　憩

散　歩・ドライブ散　歩・ドライブ 散　歩・ドライブ 散　歩・ドライブ

創　作創　作 創　作 創　作

屋
外
作
業
・
缶
回
収
他

作　業作　業 作　業 作　業 ゆとりの時間

屋内
作業

屋内
作業

屋内
作業

屋内
作業

屋内
作業

音楽・体操

作　業

金月 火 水 木

送 　　 迎  

朝　会

職　員　朝　会　・　支　援　員　朝　会

登　所　・　排　泄　・　着　替　え　他

朝会

作　業

朝　会

全
体

プ
ロ
グ
ラ
ム

朝　会 朝　会

音楽･体操 音楽･体操 音楽･体操 音楽･体操

作　業 作　業 作　業

リ
ト

ミ

ッ
ク

屋
外
作
業
・
缶
回
収
他

屋
外
作
業
・
缶
回
収
他

屋
外
作
業
・
缶
回
収
他

月
2
回

原
則
 
 
と
し
て

掃除･余暇時間

屋
外
作
業
・
缶
回
収
他
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３６．
月

備考

その他

11

12

1

※１　その他、身体測定・避難訓練を毎月行う。

※２　利用者の誕生日に誕生会を行う。

※３　「リズム体操」（年12回）、「リトミック」（年21回）、「運動」（年５回）行う。

10

初詣（中旬）

みんなと一緒の運動会(10/6） 家族会(上旬)

出逢いとふれあいの美術展出展 日野台自治会防災訓練（下旬）

はくちょうまつり（10/27） 見学（中旬）

2019年度　はくちょう　年間行事計画 （別紙２）　

所内行事 所外行事 その他

4

クッキング(下旬) お花見(上旬) 家族会(下旬)

家族面談（中旬～下旬）

5
端午の節句(上旬) ボウリング(中旬) 嘱託医相談日(下旬）

バスハイク（下旬）

家族面談（中旬～下旬）

6 外出喫茶(中旬) 家族会（下旬）

七夕(上旬) プール(七生福祉園) 健康診断（上旬）
7 給食会食会（中旬）

宿泊旅行（上旬) 嘱託医相談日（下旬）

8

9

プール(七生福祉園) 家族会(下旬)

日野台祭典（下旬）

嘱託医相談日（下旬）

クッキング（下旬） 買物体験・外食（中旬） 嘱託医相談日（下旬）

クッキング（上旬）

担当職員個別面談（下旬）

クッキング（下旬） 援農の会（中旬） インフルエンザ予防接種（上旬）

クリスマス･交流会(中旬) 家族会（上旬）

嘱託医相談日･健診（下旬）

家族会（下旬）

2

節分・豆まき（上旬） 外出喫茶(中旬～下旬) 家族会（下旬）

クッキング（上旬）

事業所内研修（下旬)

3

ひなまつり（上旬） ボウリング（上旬） 嘱託医相談日（中旬）

クッキング(中旬）
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１

２

３

５

（１）

（２）

作業収入の増額

　作業全体の収入金額は600万円以上を目指します。

作業工賃の増額

１４
2019年度
重点目標

１３ 施設運営方針

事　業　計　画 （就労継続支援B型事業）

つばさ

　利用者が安心して就労できる環境作り、楽しく時を過ごせる環境作り、又、家族の
方や地域の方々から信頼される施設を目指し、利用者にあったきめ細かなサービス
を提供します。

　支援員は利用者に質の高いサービスを提供するため、資質の向上に努め、利用
者に選ばれる施設になるよう常に努力します。

　また、つばさ就労継続支援（B型）の運営に当たっては、施設運営という角度から
見直しを進め、職員の意識を改革しつつ、創意工夫と柔軟性のある効率的な運営
を目指して内部改革に取り組みます。

2019 年度

事業所の
流れ

昭和６０年４月１日 日野市立つばさ学園ひばり学級
（「知的障害者通所授産施設」として）開設

平成１９年４月１日 障害者自立支援法による事業体系の移行により、
日野市立つばさ（就労継続支援B型事業として）
事業開始

９ 営業時間
平日は午前８時３０分～午後５時１５分
土曜開所は午前８時３０分～午後２時３０分

事業所名 つばさ

平成２６年４月１日 社会福祉法人おおぞらの事業所「つばさ」として
事業開始

利用定員 ４０名

６
事業の

実施地域
日野市

事業名 障害福祉サービス事業：訓練等給付「就労継続支援B型事業」

所在地 日野市旭が丘二丁目４２番地の５

４

１０
サービス
提供時間

平日は午前９時００分～午後４時００分
土曜日は午前９時００分～午後２時00分

７
事業の主たる

対象者
知的障害

８ 営業日
月曜日から金曜日及び第1・第３土曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く

１１ 事業の目的

　一般企業等の雇用に結びつかない方や、一定の年齢に達している方などに、生
産活動やその他の活動の機会の提供を通じて、就労に必要な知識及び能力の向
上のために必要な訓練などの障害福祉サービスを供与することを目的としていま
す。

サービス管理責任者 １名

施設長 １名 常勤職員
（やまばと施設長を兼務）

１２ 職員配置

目標工賃達成指導員 2名 常勤1名・非常勤1名（常勤換算：1.3人）

運転手 1名 非常勤職員1名（常勤換算：0.5人）

常勤職員１名（専従）

生活支援員 5名 常勤職員5名・再雇用職員1名

職業指導員 1名 常勤職員１名
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（３）

（4）

（5）

（6）

（７）

（８）

（１）

（2）

（3）

（4）

（１）

・

・

（２）

・

（３）

・

旭が丘地域との連携をより深めるため、上の原自治会及び傘松第二自治会の
夏祭り等に参加します。また。地域美化活動として、毎月２回施設周辺の清掃
を実施します。

建物壁面のタイルの圧着の検査を行い、不良箇所のタイルを張り替えます。

PASの交換

LED照明へ切替工事

利用者への服薬についての指導、血圧測定等、医療的な支援者として、週1
日（2時間）看護師を雇用します。

作業科目

自主生産　（陶芸品、石鹸等の生産及び販売他）

受託作業　（封入封緘作業、、箱作業、清掃作業、資源物の回収作業、
公園清掃）

作業支援方針

作業支援計画は、年度当初に作成し、状況にあわせて見直します。

　 ｢個別支援計画｣に基づき、利用者各自の特性・適性にあったきめ細
やかな作業支援に努めます。

工賃の支払い

建物壁面タイルの打診検査及びタイルの張替

高圧引込ケーブル・LBS更新工事を実施します。

　参加者の延人数は350名を目指します。

　利用者一人あたりの平均工賃は13,000円を目指します。

土曜活動の参加者の拡大

登録者及び稼働率の向上

法人委員会と連携し災害時事業継続計画（BCP)を作成し、計画に沿った事
業整備を行います

福祉サービス第三者評価の結果を受けて、改善、向上に努めます。

16 作業支援方針

17 生活支援方針

15 新規事業

　1名以上の新規利用者の獲得、また年間の延利用者数8,300名以上を目指
します。

アンケート調査の実施

利用者の行っている作業や行事について、満足度等を把握すためにアン
ケートを実施し事業運営に活かします。

地域貢献

既存の蛍光灯照明からＬＥＤへ切替工事を実施します。

看護師の雇用

つばさ就労継続支援Ｂ型事業の利用者に、つばさ就労継続支援事業工
賃規程に基づき工賃を支払います。

　工賃の種類は次のとおりです。

　社会生活に必要な基本的習慣の確立を目的とし、毎日の積み重ねによってよりよ
い習慣形成や社会生活能力の向上・社会適応を育成し、自立した生活を念頭にお
いた支援を目指します。

 ア）工　賃　実績に応じて、月単位で支給します。
 イ）一時金　年２回（７月・１２月）支給します。
　　2019年度の目標工賃：月額13,000円



18

（１）

・

（2）

・

（3）

・

（４）

・

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（１）

（２）

（１）

（２）

（１）

　業務委託による給食を提供します。
　食事は生活の基本であり、食の充実は生活の豊かさにもつながります。利用者の
高齢化は不可避なものであり、生活習慣病の予防も大きな課題となっています。暖
かい雰囲気で食事を楽しんでもらえるように努力し、他者との楽しいコミュニケーショ
ンの場となるよう留意します。

20 就労対策
　就労に必要な情報の収集、学習を行うとともに、職場実習及び就労の場の開拓に
努めます。

21 家族との連携

22
関係機関
との連携

日野市及び特別支援学校との連携を深め新規利用者の獲得を目指します。

日野市及び日野市生活・就労支援センター「くらしごと」等と連携し、在宅や離
職障害者等の把握を行います。

　利用者の支援を向上させるため、家族等との連携を密にします。

毎日の連絡帳で利用者の状況を相互に把握します。

2箇月に1回家族会を開催し、事業についての報告及び施設での利用者の状
況を説明し、家族の方から施設運営等についての意見、要望を伺います。

19 食事の提供

23 地域交流

18 保健衛生

日常から施設紹介、作業工程の展示などを行い、施設の技術、設備、場所を
業務に支障のない範囲で開放します。また、販売会等を通して施設見学や施
設行事への参加を案内します。

コミュニケーション

挨拶・言葉遣い・連絡等

行事

 一泊旅行・忘年会・七夕等

交通機関の利用・時間の認識・食事のマナー等

生活スキルの向上（手洗い・歯磨き・食事・身だしなみ等）

身辺習慣の習得

生活習慣の習得

　各利用者の衛生面及び健康状態を常に把握し、下記の内容を実施します。

社会福祉法人おおぞらと協定を結んだ協力医療機関で年１回利用者の健康
診断を実施します。また、希望者にはインフルエンザの予防接種を行い、結果
を家庭に連絡し利用者の健康状態を把握します。

家庭と連携し、毎日の利用者の健康状態を把握します。また、服薬、既往症
等の調査を実施します。

身体的機能低下の予防と作業の安全確保のため、毎朝ラジオ体操を実施し
ます。

毎月のおたより等で健康に関する情報を提供し、健康意識の啓蒙と、疾病、
事故防止に努めます。

利用者の心身の健康のため、対人関係や心理援助の相談、助言、指導に努
めます。

感染症予防マニュアルを整備し、施設全体として衛生意識の啓発、向上に努
めます。

看護師を新たに雇用し、利用者の健康管理に努めます。

　利用者の生活圏である地域社会との関係づくりは、まず施設が地域の一員である
という自覚を持ち、地域の人々との交流と相互理解を深めることが大切です。
　具体的な方法として次の点に留意します。
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（２）

（３）

（４）

（１）

・

（２）

研修27

防災対策委員 随時

献立会議 利用者・施設長・支援員・栄養士 月1回

東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会

年2回 都内 支援員

研修名 期日 場所 参加者

東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会

年3回 都内 施設長

（研修の目的）

日常支援を通して、職員会議、支援員会議、ケース会議等を利用し、利
用者支援の方向性を確認し、支援スキルの向上に努めます。

25
実習生の
受け入れ

26 会議

24
ボランティアの

受け入れ

年2回の市内一斉清掃や自治会主催による祭など、地元の活動に参加しま
す。

施設外研修

　つばさ就労継続支援Ｂ型事業の目的を達成させるため、職員は、職務遂行
に全力をあげるとともに、多様化する需要に対応できるよう研修を受けます。ま
た、自己研鑽により専門性を磨き、利用者支援の向上に努めます。

施設内研修（ＯＪＴ）

ボランティアの導入、育成を積極的に行い、開かれた事業所にします。ボラン
ティアの受入体制を整え、その活動内容を明確にし、ボランティアと利用者が
スムーズに交流できるようにし、ボランティアの定着を図っていきます。

ケース会議 サービス管理責任者・支援員 随時木曜日

月1回

支援員会議 サービス管理責任者・支援員 毎週木曜日

つばさ就労継続支援Ｂ型事業の活動や成果の発表、接客訓練を目的とした
模擬店を実施し、家族会やボランティアの協力のもと、地域との交流の場とし
ての「大空祭」を開催します。

都内

東京都強度行動障害支援者養
成研修

年1回 都内 支援員

都内 施設長・支援員

支援員工賃アップセミナー 年1回

　2019年度は、建物壁面の落下する危険のあるタイルの張替、ＰＡＳの交換、ＬＥＤ
照明への切替工事、ブラインド修繕を実施します。

修繕28

　地域に根ざした事業所として、作業・行事のボランティアを積極的に受入れ、事業
の充実、支援の手伝いをしていただきます。

連絡打ち合せ 全員 毎朝及び随時

　経営基盤である利用者の確保に向け、障害当事者による経験や進路先の決定に
際しての実習を積極的に受け入れます。また、資格取得のための福祉専門学校生
及び社会福祉現場実習生等や市内の小学校の学習単元における施設見学や中・
高生の職場体験実習も受け入れます。

会議名 対象職種 会議日

新人職員研修他階層別研修

職員会議 全員

防災会議

　建物及び設備については、竣工より34年以上経過し、施設、設備等も老朽化して
おり、突発的に修繕が必要な場合もあります。
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①

②

③

④

・

・

・

・

（１）

①

②

③

④

（２）

①

（１）

（２）

（３）

29 安全管理

　防犯対策は、警察署、警備会社と連携をとって対応します。

防犯対策

震災対策についても、消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応ができ
るようにします。

事業継続計画（BCP)を作成し、災害時にも安全かつ速やかに事業実施
ができるように取り組みます。

利用者が怪我等にあった場合、マニュアルに沿って支援員が応急手当
を行い、家族と連絡をとり、必要に応じて医療機関での受診をします。

事故が生じた場合の対処及び連絡、連携の組織を確立し、支援員が速
やかに適切な対応、行動がとれるよう努めます。

緊急時の各家庭への連絡については、電話連絡網やメールにより、速やかな
対応を図ります。

警備会社とは、深夜、土・日曜日及び祝祭日における緊急事態についても、
職員に連絡が入り、連携して対応できるようにします。

緊急時対応マニュアルを整備し、組織、任務分担を整備し、万一の緊急事態
にも、速やかに適切な対応がとれるようにします。

31
虐待防止の
ための措置

　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重す
る視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐
待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マ
ニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出によ
り、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じま
す。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止
策を講じ市区町村へ報告します。

　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情
報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重
要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。

　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を
得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速
かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。

　更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。

施設内の安全管理

施設外の安全管理

自衛消防組織の設置、避難訓練、防災訓練、交通安全、立川防
災館の体験研修

防災対策

　行動障害、てんかん、情緒不安定等、多種多様な障害のため、一人ひとり行動態
様が異なる人達で構成されていることに配慮することが必要です。

安全な環境づくりのため、作業室の道具類や室内の整理整頓の励行、
危険箇所の点検を行います。

30 緊急時の対応

32
個人情報保護

の措置

防災対策については、地域との連携も図りながら、事業所周辺の整理整
頓に心がけます。

消防計画に基づき、火災予防に努めるとともに、自衛消防活動により、
定期的に避難訓練を行います。

その他、次の安全管理に努めます。

作業安全
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（別紙1参照）

36 年間行事計画 （別紙2参照）

33 苦情解決
　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の
考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓
口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。

　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行う
とともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行い
ます。

環境負荷の
軽減・配慮

34

35 週間・日課表
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35．

時　間

8:30

9:00

9:15

9:30

12:00

13:00

14:30

15:00

15:20

15:30

15:55

16:00

全　体　清　掃

2019年度　　つばさ　週間・日課表 (別紙　１）

月　曜　 火曜 水曜 木曜 金曜
土曜

（第一・三土曜

土曜活動

ミーティング

トレーニング

作　業　開　始

昼　食・休　憩

作　業　開　始 作　業　開　始

クラブ活動

作　業　終　了 作　業　終　了

お　　　　　　茶

更衣・連絡帳記入

ミーティング

降　　　　　　所
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36．

花見

家族会

端午の節句

健康診断

家族会

ボウリング

七夕 宿泊旅行 上の原自治会夏祭り

月見 家族会

家族会

大空祭(10/27）

日野市産業まつり

忘年会 家族会

年末大掃除

もちつき

予防接種

新年会

節分 ボウリング 家族会

ひな祭り 防災館見学

その他　 ＊１　歯ブラシ点検を毎月実施

＊２　大掃除毎月上旬実施。

＊３　毎週火曜日の午後クラブ活動を実施

＊４　販売会については日程その他を考慮の上、出店を決定。

＊５　毎月誕生日会を実施する。

＊６　毎月第一及び第三土曜日に土曜活動を実施します。

8

2019年度　　つばさ　　年間行事計画 (別紙２）

月
行　　　　事　　　　名

その他
所　　　内 所　　　外 販　売　会

4

5

6

7 傘松第二自治会ふるさと
祭り

ミュージカル鑑賞

3

9

10

11

12

1

2

みんなと一緒の運動会
（10/6）
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１

２

３

５

９

（１）

（２）　

年度 事　業　計　画 （地域活動支援センターⅠ型）

やまばと
事業所名 やまばと

平成２６年４月１日 社会福祉法人おおぞらの事業所「やまばと」として
事業開始

2019

利用定員 ２０名

事業名 地域活動支援センターⅠ型

所在地 日野市旭が丘二丁目４２番地の５

４
事業所の

流れ

昭和６２年４月１日 日野市立つばさ学園やまばと学級
（「身体障害者福祉センターB型」として）開設

平成１８年１０月１日 障害者自立支援法による事業体形の移行により、
日野市立やまばと（「地域活動支援センターⅠ型」として）
事業開始

１０
サービス
提供時間

午前９時３０分～午前１１時３０分まで、
及び午後１時３０分から午後３時３０分

７
事業の主たる

対象者

８ 営業日
月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く

(1) 創作的活動、社会交流事業、レクリエーション及び送迎サービス
　　65歳未満の身体障害者及び知的障害者

（2）相談支援事業
　　障害者（児）、保護者及び支援者等

６
事業の

実施地域
日野市

１１ 事業の目的
　市内の在宅の障害者に、地域の実情に応じ、創作的活動または生産活動の機会
の提供、社会との交流の促進等の便宜を提供します。

運転手 1名 非常勤職員（常勤換算：0.5人）

支援員 ３名

常勤職員　　 ２名
（１名専任・１名相談員を兼務）

非常勤職員　１名
（常勤換算：0.9人）

施設長 １名 常勤職員
（つばさ施設長を兼務）

相談支援専門員 １名 常勤職員
（特定相談、障害児相談相談員を兼務）

１２ 職員配置

営業時間 午前８時３０分～午後５時１５分

１３ 施設運営方針
　障害者の自立と社会参加を促進するため、利用者相互および健常者との好まし
い交流が図れるよう配慮します。また、障害者や障害者団体・ボランティアグループ
などが能動的に活動することができるよう、体制整備に努めます。

地域活動支援センターの基礎的活動事業

　利用者に対しより一層の事業の充実を図る傍ら、ホームページなどでの情報発信
および地域での会議などを通して、関係機関へのやまばとの周知にも努め、日中の
場を探してる障害をお持ちの方にも情報が届くような発信をしていきます。

ボランティア育成事業

　日頃の活動や行事等にボランティア及び実習生、職場体験の学生を積極的に受
け入れることによって、障害のある方との交流を通して、障害に対する理解や認識を
深めてもらう場を提供していきます。

１４
2019年度
重点目標
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１週 午前

午後

２週 午前

午後

３週 午前

午後

４週 午前

午後

５週 午前

午後

・

・

（１）

（２）　

　障害者に、創作的活動又は生産活動の機会の提供、その他日常に必要な便宜を
供与するための日中活動プログラムを提供します。

２０
障害に対する理
解を促す普及啓

発について

　障害のある方が積極的に参加・貢献できるような社会である為、障害のある人もな
い人も共に生きることができる社会を目指す必要があります。その為には、障害のな
い方にも障害者に対する理解や認識を深めていただくような啓発活動を進めていき
ます。

２１
関係機関
との連携

　福祉サービス体制などを充実させ、利用者が十分に満足できるようなサービスを
提供します。医療は(医院・病院等)専門的な立場から情報交換が出来るように配慮
し、利用者が安心できる体制が必要です。また、支援する関係者が意思統一を図
り、利用者の不安を解消するために福祉機関等との連携を図っていきます。

　利用者の生活圏である地域社会との関係づくりは、まず施設が地域の一員である
という自覚を持ち、地域の人々との交流と相互理解を深めることが大切です。
　具体的な方法として次の点に留意します。

日常から施設紹介、設備、場所を業務に支障のない範囲で開放します。ま
た、施設行事等への参加を案内します。

ボランティア等を積極的に受け入れ、事業運営における有効な社会資源とし
て活用していきます。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

外出体験

午前９時３０分～１１時３０分　　　午後１時３０分～　３時３０分

　グループワークでは書道・絵画・脳トレ・ゲーム・パソコンなど選択して
いただきます。

第2か4木曜日のどちらかの午後に、利用者交流を兼ねて外出を企画し
ていきます。

絵てがみ 軽体操 グループワーク グループワーク 籐工芸

軽体操 音楽療法 おりがみ グループワーク 軽体操

絵てがみ 軽体操
社会交流

事業 軽体操 籐工芸

音楽療法 リズム体操 グループワーク 軽体操

１５
地域活動支援

センターの
基礎的事業

社会交流
事業 軽体操 籐工芸

軽体操 音楽療法 リズム体操 グループワーク 軽体操

軽体操 音楽療法 おりがみ グループワーク 軽体操

絵てがみ 軽体操

１６ 相談支援事業

　障害者等、障害児の保護者又は障害者等の介護を行う方などからの相談に応
じ、必要な情報の提供等の便宜を供与することや、権利擁護のために必要な援助
を行うことにより、障害者等が自立した日常生活または社会生活を営むことができる
ようにすることを目的とします。
　また、地域自立支援協議会への参加を通して、他機関との連携及び社会資源の
活用や整備等に努めます。

17
創作的活動、

生産活動

月間活動プログラム

軽体操

グループワーク 籐工芸

軽体操 音楽療法 おりがみ グループワーク

絵てがみ 軽体操 グループワーク 軽体操

絵てがみ 軽体操 グループワーク

月２回程度社会交流事業を行います。

１８ 社会交流事業
　市内の障害のある方達の外出のきっかけや交流の場の提供を目的として、社会
交流事業として映画会や軽スポーツなどを開催致します。

　地域活動支援センターを利用される方の利便を図るため、送迎を行います。１９ 送迎

２２ 地域交流
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（３）

（４）

・

・

・

（１）

（2）

（3）

（４）

（５）

・

・

（１）

①

②

③

(２)

①

　建物及び設備については、竣工より34年以上経過し、施設、設備等も老朽化して
おり、突発的に修繕が必要な場合もあります。　下記の修繕、更新を計画的に実施
します。

事務室空調機の更新

ブラインド修繕

２５ 会議

年2回の市内一斉清掃等、地元の活動に参加します。

福祉体験会（車椅子・ブラインドウォ－クなど）

学習会の開催

交流会の開催

２７ 修繕

実習生の
受け入れ

　福祉を学ぶ実践の場として実習生に学習の機会を提供していきます。
　（社会福祉士実習受入れ、教員免許法の特例による介護等体験受入れ、職場体
験受入れなど）

会議名 対象職種 会議日

職員会議 全員 第一木曜日及び随時

２６ 職員研修
　東京都や東京都社会福祉協議会等の催す研究会や研修への参加により、多様
化、複雑化する福祉のニーズに対応できるよう知識や技術を高め、仕事への意欲
や自己啓発を促し職員の資質の向上を図ります。

毎日（朝・夕）

２４

送迎従事者会議 月１回及び随時

連絡打ち合わせ 全員

全員

　地域住民のボランティアの育成を図り、福祉施設等で活動できるよう援助します。
また、地域の学校との連携を図り体験会を実施します。学生のボランティア体験希
望者の受入れも行います。

（活動内容）

自衛消防隊の設置

避難訓練・防災訓練の実施

　防災対策

防災対策については、地域との連携も図りながら、事業所周辺の整理整
頓に心がけます。

地域活動支援センターの活動や成果の発表を目的とした「大空祭」をボラン
ティアの協力のもと開催し、地域との交流の場とします。また、関係機関主催
の行事　（「みんなと一緒の運動会」等）に参加し、周辺施設との相互理解と連
携を強化していきます｡

ボランティア
育成事業

２３

建物壁面タイルの打診検査及びタイルの張替

建物壁面のタイルの圧着の検査を行い、不良箇所のタイルを張り替えます。

PASの交換

高圧引込ケーブル・LBS更新工事を実施します。

２８ 安全管理

LED照明へ切替工事

既存の蛍光灯照明からＬＥＤへ切替工事を実施します。

　職員や利用者に対し、防災教育・訓練を徹底し、防災体制を確立します。

消防計画に基づき、火災予防に努めるとともに、自衛消防活動により、
定期的に避難訓練を行います。

震災対策についても、消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応ができ
るようにします。

防犯対策

 防犯対策は、警察署とも連携をとって対応します。
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（１）

（２）　

（３）

　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行う
とともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行い
ます。

３２

３３
環境負荷の
軽減・配慮

２９ 緊急時の対応

緊急時の各家庭への連絡については、電話等により、速やかな対応を図りま
す。

警備会社とは、深夜、土・日曜日及び祝祭日における緊急事態についても、
職員に連絡が入り、連携して対応できるようにします。

緊急時対応マニュアルを整備し、組織、任務分担を整備し、万一の緊急事態
にも、速やかに適切な対応がとれるようにします。

３０
虐待防止の
ための措置

　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重す
る視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐
待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マ
ニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出によ
り、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じま
す。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止
策を講じ市区町村へ報告します。

３１
個人情報保護

の措置

　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情
報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重
要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。

　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を
得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速
かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。

　更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。

苦情解決
　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の
考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓
口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。
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１

２

３

８

1名 非常勤職員（常勤換算0.4人）

（１）

１５
個人情報保護

の措置

1名 （兼務）はくちょう施設長を兼務

　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情
報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重
要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。

１４
虐待防止の
ための措置

　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重す
る視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐
待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マ
ニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出によ
り、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じま
す。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止
策を講じ市区町村へ報告します。

特定相談支援・障害児相談支援では、障害者(児)への適切なサービス提供
に向けて、サービス等利用計画の作成、事業者との連絡調整及び連携と変化
に応じた計画の見直し等の充実を図ります。

１３
2019年度
重点目標

１名 （兼務） 地活支援員を兼務

事務員

１２ 実施事業

　特定相談支援・障害児相談支援において、支給決定又は支給決定の変更前に、
サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案を作成します。また、支給決定又
は変更後にサービス事業者等との連絡調整、計画の作成をします。支給決定後
は、厚生労働省令で定める期間ごとに、サービス等の利用状況の検証を行い計画
の見直し（モニタリング）を行います。また、サービス事業者等との連絡調整、支給決
定又は支給決定の変更に係る申請の勧奨を行います。

施設長 １名 （兼務）つばさ施設長を兼務

相談支援専門員
１１ 職員配置

責任者

事業所名 やまばと

年度 事　業　計　画
（特定相談支援事業）

（障害児相談支援事業）

やまばと
2019

事業名 特定相談支援事業・障害児相談支援事業

所在地 日野市旭が丘二丁目４２番地の５

４
事業所の

流れ

平成２４年４月１日
　障害者自立支援法の改正により、事業体系の見直し及び
児童福祉法に基づく事業の創設

平成２６年４月１日  社会福祉法人おおぞらの事業所として事業を開始

障害者（18歳以上の身体障害者及び知的障害者及び精神障害者）

５
事業の

実施地域

主に日野市
（市外施設利用者で日野市の支給決定者・市内施設の利用者で他地域の支給決
定者）

６
事業の主たる

対象者 障害児（18歳未満の身体障害児及び知的障害児及び精神障害児）

７ 営業日
月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く

営業時間 午前８時３０分～午後５時１５分

９
サービス
提供時間

午前９時００分～午後４時００分
（上記時間外でのご提供に関しては応相談にて対応）

１０ 事業の目的
　利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者又は障害児の
保護者の選択に基づき、適切な保健、医療、福祉、就労支援、教育等のサービスを
総合的かつ効率的に提供する。
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１６ 苦情解決
　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の
考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓
口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。

　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を
得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速
かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。

　更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。



30

１

２

３

５

（１）

（２）

（３）

（１）

（２）

（３）

（４）

管理者 １名 常勤職員
（児童発達支援管理責任者を兼務）

2名
常勤職員　　１名
非常勤職員　１名（常勤換算0.5人）

指導員

１３ 施設運営方針

利用児童と学校との連携により、発達段階に応じた個別の援助と支援を行い
ます。

関係自治体及び地域の保健・医療・福祉サービス機関との連携を図り総合的
なサービスの提供に努めます。

児童福祉法他関係法令を遵守し、事業を実施します。

放課後等デイサービスの事業は、個別支援計画の作成を主とする援助と支援
の充実が求められています。そのために家庭との連携を強化し職員の専門性
の向上に努めます。

人事評価制度を活用し、職務の基準を明確化することでの職員のスキルアッ
プと個人面談による人材育成に努めます。

年度 事　業　計　画 （放課後等デイサービス事業）

障害児放課後クラブ
事業所名 障害児放課後クラブ

事業名 放課後等デイサービス事業

2019

所在地 日野市平山二丁目1番地の1　平山台健康・市民支援センター内

４
事業所の

流れ

平成２０年７月１日 放課後クラブ（日野市からの受託事業として）開設

平成２６年４月１日 社会福祉法人おおぞらの事業所｢放課後クラブ」(放課後等
デイサービス事業）として事業開始

８ 営業日
月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び12月29日から翌年1月3日までを除く

９ 営業時間
学校開業日　　午後２時００分から午後６時００分
学校休業日　　午前９時００分から午後４時００分

利用定員 １０名

６
事業の

実施地域
日野市

７
事業の主たる

対象者
事業の対象者は、障害を有する小学生、中学生及び高校生とする。

１０
サービス
提供時間

学校開業日　　午後２時００分から午後６時００分まで
　　　　　　　　　（学校の終了時間による調整あり）

学校休業日　　午前９時00分から午後４時００分まで

１１ 事業の目的
　学校に通学する障害児に対して、放課後等デイサービスを提供することにより、児
童及び保護者の福祉の増進を図ることを目的とします。

１２ 職員配置 児童発達支援管理責任者 １名 常勤職員（管理者を兼務）

児童指導員

７名 非常勤職員　７名（常勤換算1.7人）

施設長 1名 常勤職員
（常務理事、事務長を兼務）

１４
2019年度
重点目標

利用者の方々に良質で適切なサービスを提供し、事業の質を向上させるため
に第三者評価を受審します。

支援の質の向上と支援内容の適正化のため利用者保護者等向けと職員向け
の自己評価を実施します。
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（１）

（２）

①

②

③

④

⑤

⑥

（１）

（２）

（１）

（２）

（１）

（２）

（１）

（２）

日野市並びに地域の保健、福祉、教育及び医療サービス機関との綿密な連
携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。

相談業務

地域交流の機会の提供

送迎サービス

連絡打合せ 全員

家庭と連携し、毎日の利用児童の健康状態を把握します。また、服薬、既往
症等の調査を実施します。

感染症予防マニュアルを整備し、施設全体として衛生意識の啓発、向上に努
めます。

毎日　活動前

ケース会議 全員 月１回　

職員会議 全員 随時

19 家庭との連携
毎日の連絡帳で利用児童の状況を相互に把握します。

必要に応じて保護者との面談、家庭訪問を行います。

20
関係機関
との連携 日野市内放課後等デイサービス連絡会と連携をして情報交換や研修に努め

ます。

21 地域交流

ボランティア等を積極的に受け入れ、事業運営における有効な社会資源とし
て活用していきます。

平山台健康・市民支援センター内に設置されていることを生かして、利用して
いる市民や団体と交流を深める方策を検討します。

22
ボランティアの

受け入れ

　活動の充実と地域との連携を深めるために積極的にボランティアを受け入れま
す。

23
実習生の
受け入れ

　実習生受け入れに関する基準に基づき、各種資格等取得のために必要な実習の
依頼が、大学・専門学校等よりあった場合は受け入れます。

24 会議

会議名 対象職種 会議日

自立した日常生活を送るための支援

創作的活動、作業活動

放課後等デイサービス計画の作成

基本事業

余暇の提供15
放課後等デイ

サービスの内容

17 食事の提供 　学校休業日の食事提供の実施に向け検討します。

18 送迎

　学校開業日は、七生特別支援学校、平山小学校、平山中学校及び七生中学校
に事業所のワゴン車でお迎えに行きます。

　学校休業日は自宅付近までお迎えに行きます。

　帰りは希望者を自宅付近まで送ります。

16 保健衛生

個別支援計画
関連会議

児童発達支援管理責任者
指導員 立案・中間報告・総括時期

　 障害児放課後クラブの目的を達成させるため、職員は、職務遂行に全力をあげる
とともに、多様化する需要に対応できるよう研修を受けます。また、自己研鑽により
専門性を磨き、社会的地位の向上に努めます。

救命救急講習、防火管理者講習、チームリーダー研修、人権研修、法人研修と
いった施設外研修や、七生特別支援学校による学校公開等の行事参加に参加しま
す。

25 職員研修
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（１）

①

②

③

④

（２）

①

（１）

（２）

26 修繕

　建物及び設備については老朽化も目立ち、突発的な修繕が必要な場合もありま
す。

　利用児童の安全を第一に、軽微な修繕については、修繕費として必要な経費を
確保します。

　大きな修繕については、市と協議し、対応します。

　２０１９年度は防炎カーテンの設置、利用者に持つ置き場の整備、事務室扉の修
繕を行います。

27 安全管理

　・利用児童の安全を図ると同時に、建物及び内外の施設の事故防止のため施設
整備を心掛けます。

　・利用児童に万が一怪我等があった場合は、協力医療機関または保護者の指定
する医療機関に連絡する等必要な処置を講ずる他、家庭等に連絡を取るなど適切
な対応に努めます。

・送迎車両を安全性向上のため入替えます。

防災対策

防災対策については、地域との連携も図りながら、事業所周辺の整理整
頓に心がけます。

消防計画に基づき、火災予防に努めるとともに、自衛消防活動により、
月一回避難訓練を行います。

震災対策についても、消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応ができ
るようにします。

平山台健康・市民支援センターの自衛消防組織と連携をして防災訓練
などに参加をします。

防犯対策

防犯対策は、警察署、警備会社（セコム）と連携をとって対応します。

緊急時の各家庭への連絡については、電話等により、速やかな対応を図りま
す。

緊急時対応マニュアルを整備し、組織、任務分担を整備し、万一の緊急事態
にも、速やかに適切な対応がとれるようにします。

29
虐待防止の
ための措置

　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重す
る視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐
待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マ
ニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出によ
り、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じま
す。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止
策を講じ市区町村へ報告します。

30
個人情報保護

の措置

　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情
報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重
要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。

　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を保護者に理解いただき、同意を
得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速
かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。

　更に、保護者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。

28 緊急時の対応

31 苦情解決

　利用児童及び保護者からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁
護の考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付
窓口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。
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・　

設定プログラム（運動・絵画・創作・音楽等）

１６時００分～１６時１５分 おやつの提供

１４時００分～１６時００分 余暇活動・学習等

夏季休暇中は水遊び等、
　　それ以外は屋外活動

（学校休業日）

９時００分～１０時００分 家庭へのお迎え

１０時００分～１１時００分 余暇活動・学習等

１１時００分～１２時００分 設定プログラム（運動・絵画・創作・音楽等）

１６時１５分～１７時００分

33

１５時００分～１６時００分 余暇活動

１６時００分～ 家庭への送り開始

１７時００分 終了

１２時００分～１３時００分

32
環境負荷の
軽減・配慮

　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行う
とともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行い
ます。

（学校開業日）

１７時００分 家庭への送り開始

１８時００分 終了

週間・日課表

昼食

１３時００分～１４時００分 余暇活動

１４時００分～１５時００分

34 年間行事予定

　以下の行事を行います。

４月 お花見

８月 夏祭り（スイカ割り、ゲーム等）

１０月 お散歩会（平山城址公園等散策）

１２月 クリスマス会

３月 卒業生を祝う会

毎月利用児童のお誕生日会を行います。
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全体

		2019						年度　				社会福祉法人おおぞら事業計画（案） アン





				基本理念 キホン リネン



				　社会福祉法人おおぞらは、事業運営に当たり以下の3つの理念の下、利用者の生活の質の向上
及び利用者本位のサービスの提供を行っていきます。 シャカイ フクシ ホウジン ジギョウ ウンエイ ア イカ リネン モト リヨウシャ セイカツ シツ コウジョウ オヨ リヨウシャ ホンイ テイキョウ オコナ





				・		利用者、家族、地域、職員がお互い支え合い、共に歩む事業体 リヨウシャ カゾク チイキ ショクイン タガ ササ ア トモ アユ ジギョウタイ



				・		一人ひとりを大切にし、誰もが自分らしく自立した明日（未来）を拓く事業体 ヒトリ タイセツ ダレ ジブン ジリツ アス ミライ ヒラ ジギョウタイ



				・		地域福祉に貢献できる事業体 チイキ フクシ コウケン ジギョウタイ



				基本方針 キホン ホウシン



				１．		利用者、家族がいきいき生活できる法人を目指します。 リヨウシャ カゾク セイカツ ホウジン メザ



						①		人権・人格を尊重したサービスの提供を行います。 ジンケン ジンカク ソンチョウ テイキョウ オコナ

						②		安全・安心を守るサービスの提供を行います。 アンゼン アンシン マモ テイキョウ オコナ

						③		意見、要望を聴く機会を設けます。 イケン ヨウボウ キ キカイ モウ



				２．		地域に根ざした法人を目指します。 チイキ ネ ホウジン メザ



						①		地域と連携をとり、その一員としての自覚を持ち、その使命を果たします。 チイキ レンケイ イチイン ジカク モ シメイ ハ

						②		地域の方からの理解と信頼を得られるようにします。 チイキ カタ リカイ シンライ エ



				３．		職員が成長し続ける法人を目指します。 ショクイン セイチョウ ツヅ ホウジン メザ



						①		サービスの充実を目指し、職員の質の向上を図ります。 ジュウジツ メザ ショクイン シツ コウジョウ ハカ

						②		福祉の専門職として、考え、実践します。 フクシ センモン ショク カンガ ジッセン

						③		職員が一体となって組織力が発揮できる職場環境を作ります。 ショクイン イッタイ ソシキリョク ハッキ ショクバ カンキョウ ツク



				４．		安定した経営を行う法人を目指します。 アンテイ ケイエイ オコナ ホウジン メザ



						①		効果的・効率的な経営を確立します。 コウカテキ コウリツ テキ ケイエイ カクリツ

						②		経営の透明性を図ります。 ケイエイ トウメイセイ ハカ

						③		身の丈にあった組織運営を図ります。 ミ タケ ソシキ ウンエイ ハカ

						④		常に改善を心がけた事業運営を図ります。 ツネ カイゼン ココロ ジギョウ ウンエイ ハカ

						⑤		利用者ニーズにあったサービスの充実に努めることで、利用率の向上を図ります。 リヨウシャ ジュウジツ ツト リヨウリツ コウジョウ ハカ















		【法人事業方針】 ホウジン ジギョウ ホウシン



				　法人が掲げる基本理念を建前だけに終わらせないために、法人が意識して取り組むべきことは多々あると思われます。理念の中心がサービスの質の向上と利用者本位のサービス提供だとすれば、職員の福祉専門性を向上させる仕組み作りと法人の健全な組織運営を担う人材の育成に更に力を入れなくてはなりません。
　一つの試みとして日々提供するサービス業務の見直しを推進します。サービスそのものの向上と同時に、職員の現場での気づき、家族や職員との更なる連携の必要などが意識され、結果として職員・法人の求められる専門性の向上が促されることを期待します。
　同時に、法人運営を担う中堅職員に対して必要な内外の研修参加を図り、法人の経営会議への参加を促し組織運営の真摯な議論に関わる機会を作ってまいります。
　また、予期しない自然災害に遭遇した時に、利用者と職員の安全を守り事業継続をしていく、また地域住民とともに地域の災害対応に貢献するための事業継続計画（BCP）の作成も欠かせません。
　そして、新しいサービスとして、法人発足以来掲げているグル－プホームの運営の明確なプランを今年度中に仕上げ、来年度でのグループホームの運営開始に目途をつけるべく所内での議論を図っていきたいと考えています。


































																												社会福祉法人おおぞら
理事長　今澤隆一郎













		Ⅰ		法人基本理念、基本方針に基づいた事業運営 ホウジン キホン リネン キホン ホウシン モト ジギョウ ウンエイ



				　基本理念、基本方針の実現のために、管理職による毎月の経営会議を開催します。また、課題解決のために管理者、職員による各種委員会を実施します。 キホン リネン キホン ホウシン ジツゲン カンリ ショク マイツキ ケイエイ カイギ カイサイ カダイ カイケツ カンリシャ ショクイン カクシュ イイン カイ ジッシ







		Ⅱ		評議員会・理事会・運営協議会・監事監査の開催 ヒョウギ イン カイ リジカイ ウンエイ キョウギカイ カンジ カンサ カイサイ



						評議員会 ヒョウギ イン カイ								定時評議員会 テイジ ヒョウギイン カイ										２０１９年６月２１日(金)　　 ネン ガツ ニチ キン										【予定】

														その他必要に応じて開催 タ ヒツヨウ オウ カイサイ

						理事会 リジカイ								第１回理事会 ダイ カイ リジカイ										２０１９年５月２９日(水)　 ネン ガツ ニチ スイ										【予定】 ヨテイ

														第２回理事会 ダイ カイ リジカイ										２０１９年６月２１日(金)　　										【予定】

														第３回理事会 ダイ カイ リジカイ										２０１９年８月２８日(水)　 ネン ガツ ニチ スイ										【予定】 ヨテイ

														第４回理事会 ダイ カイ リジカイ										２０１９年１１月２７日(水) ネン ガツ ニチ スイ										【予定】 ヨテイ

														第５回理事会 ダイ カイ リジカイ										２０２０年３月２５日(水)　 ネン ガツ ニチ スイ										【予定】 ヨテイ

														その他必要に応じて開催 タ ヒツヨウ オウ カイサイ

						運営協議会 ウンエイ キョウギカイ								第１回運営協議会 ダイ カイ ウンエイ キョウギカイ										２０１９年８月上旬 ネン ガツ ジョウジュン										【予定】 ヨテイ

														第２回運営協議会 ダイ カイ ウンエイ キョウギカイ										２０２０年２月下旬 ネン ガツ ゲジュン										【予定】 ヨテイ

						監事監査 カンジ カンサ																		２０１９年５月中旬 ネン ガツ チュウジュン										【予定】 ヨテイ





		Ⅲ		経営会議等の開催 ケイエイ カイギ トウ カイサイ



						経営会議 ケイエイ カイギ								毎月開催（原則として第２火曜日） マイツキ カイサイ カ

														（構成メンバー）理事長・常務理事・施設長・主査 コウセイ リジ チョウ ジョウム リジ シセツチョウ シュサ





		Ⅳ		事業運営 ジギョウ ウンエイ



				　第二種社会福祉事業 ダイ ニシュ シャカイ フクシ ジギョウ

				（１）		地域活動支援センター(やまばと)の経営 チイキ カツドウ シエン ケイエイ

				（２）		特定相談支援事業(やまばと)の経営 トクテイ ソウダン シエン ジギョウ ケイエイ

				（３）		障害児相談支援事業(やまばと)の経営 ショウガイジ ソウダン シエン ジギョウ ケイエイ

				（４）		障害福祉サービス事業(就労継続支援B型つばさ、生活介護　はくちょう)の経営 ショウガイ フクシ ジギョウ シュウロウ ケイゾク シエン カタ セイカツ カイゴ ケイエイ

				（５）		障害児通所支援事業(放課後等デイサービス　障害児放課後クラブ)の経営 ショウガイジ ツウショ シエン ジギョウ ホウカゴトウ ショウガイジ ホウカゴ ケイエイ





		Ⅴ		２０１９年度の重点目標 ネンド ジュウテン モクヒョウ



				（１）		経営組織の強化に努めます。 ケイエイ ソシキ キョウカ ツト

								①		評議員会、理事会の開催と運営

								②		運営協議会の開催と運営

								③		経営会議の開催と運営 ケイエイ カイギ カイサイ ウンエイ





				（２）		規程、規則の遵守に努めます。 キテイ キソク ジュンシュ ツト

								・職員ハンドブック（改訂版）の配布 ショクイン カイテイバン ハイフ





				（３）		利用者支援の充実に努めます。 リヨウシャ シエン ジュウジツ ツト

								①		虐待防止と権利擁護の堅持 ギャクタイ ボウシ ケンリ ヨウゴ ケンジ

								②		防災訓練の実施 ボウサイ クンレン ジッシ

								③		利用者、家族、保護者の声を反映した支援の提供 リヨウシャ カゾク ホゴシャ コエ ハンエイ シエン テイキョウ

								④		行事、余暇活動の実施 ギョウジ ヨカ カツドウ ジッシ

								⑤		健康管理、保健衛生面の充実 ケンコウ カンリ ホケン エイセイメン ジュウジツ





				（４）		施設整備および施設改修 シセツ セイビ シセツ カイシュウ

								①		建物壁面タイルの打診検査及びタイルの張替（つばさ・やまばと）

								②		PAS（気中負荷開閉器）の交換（つばさ・やまばと） キチュウ フカ カイヘイキ コウカン

								③		LED照明への切替（つばさ・やまばと） ショウメイ キリカエ

								④		電話機入替（つばさ・やまばと） デンワキ イレカエ

								⑤		屋上防水（はくちょう） オクジョウ ボウスイ

								⑥		外壁塗装（はくちょう） ガイヘキ トソウ

								⑦		外溝修繕（はくちょう） ガイ コウ シュウゼン

								⑧		作業室給湯設備の入替（はくちょう） サギョウシツ キュウトウ セツビ イレカエ

								⑨		内装修繕（放課後クラブ） ナイソウ シュウゼン ホウカゴ

								⑩		送迎車輌の入替（障害児放課後クラブ） ソウゲイ シャリョウ イレカエ ショウガイジ ホウカゴ



				（５）		人事管理の充実に努めます。 ジンジ カンリ ジュウジツ ツト

								①		人材確保と職員定着率の向上 ジンザイ カクホ ショクイン テイチャク リツ コウジョウ

								②		人事評価制度の適正運用 ジンジ ヒョウカ セイド テキセイ ウンヨウ

										・自己評価、管理者面談の実施 ジコ ヒョウカ カンリシャ メンダン ジッシ

								③		人材育成の充実 ジンザイ イクセイ ジュウジツ

										・職員研究発表会の実施 ショクイン ケンキュウ ハッピョウ カイ ジッシ

										・OJT、OFF-JTの充実 ジュウジツ

										・「新任職員研修」及び「階層別職員研修」の充実 シンニン ショクイン ケンシュウ オヨ カイソウベツ ショクイン ケンシュウ ジュウジツ

										・登録講師派遣事業研修の実施（年1～2回） トウロク コウシ ハケン ジギョウ ケンシュウ ジッシ ネン カイ

										・防災管理者講習の受講 ボウサイ カンリシャ コウシュウ ジュコウ





				（６）		事業継続計画（BCP<business continuity plan＞）の作成を行ないます。 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクセイ オコ





				（７）		グループホーム建設の具体化に取り組みます。 ケンセツ グタイカ ト ク





				（８）		福祉サービス第三者評価の実施します。 フクシ ダイ サンシャ ヒョウカ ジッシ

								障害児放課後クラブ（放課後等デイサービス） ショウガイジ ホウカゴ ホウカゴ トウ





				（９）		社会福祉充実計画の実施に努めます。 シャカイ フクシ ジュウジツ ケイカク ジッシ ツト

								社会福祉充実計画の進捗状況の確認 シャカイ フクシ ジュウジツ ケイカク シンチョク ジョウキョウ カクニン

										・生活環境向上のための大規模修繕事業 セイカツ カンキョウ コウジョウ ダイキボ シュウゼン ジギョウ

										・職員育成事業 ショクイン イクセイ ジギョウ

										・サービス向上のための新たな人材の雇入れ事業 コウジョウ アラ ジンザイ ヤトイイ ジギョウ

										・職員処遇向上事業 ショクイン ショグウ コウジョウ ジギョウ





				（１０）		委員会等の開催と運営 イイン カイ トウ カイサイ ウンエイ

								①		研修委員会 ケンシュウ イイン カイ

								②		虐待防止委員会 ギャクタイ ボウシ イイン カイ

								③		グループホーム建設検討委員会 ケンセツ ケントウ イイン カイ

								④		地域福祉委員会 チイキ フクシ イイン カイ

								⑤		事業継続計画（BCP）策定委員会 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクテイ イイン カイ

								⑥		サービス管理責任者会議 カンリ セキニン シャ カイギ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































&P	




本部

		2019						年度 ネンド				事　業　計　画 コト ギョウ ケイ ガ																		本部 ホンブ



		１		事業所名 ジギョウ ショ メイ						本　部 ホン ブ

		２		所在地 ショザイチ						日野市旭が丘二丁目４２番地の５ ヒノシ アサヒ オカ ニチョウメ バンチ

		３		営業日 エイギョウビ						月曜日から金曜日　
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から翌年１月３日までを除く シュクジツ オヨ



		４		営業時間 エイギョウ ジカン						午前８時３０分から午後５時１５分 ゴゼン ジ プン ゴゴ ジ フン

		５		職員配置 ショクイン ハイチ

												理事長 リジチョウ										１名 メイ				非常勤職員　１名 ヒジョウキン ショクイン メイ

												常務理事・統括施設長 ジョウム リジ トウカツ シセツチョウ										１名 メイ				常勤職員　 ジョウキン ショクイン				　（兼務）事務長・障害児放課
　　　　　　後クラブ施設長を　
　　　　　　兼ねる ショウガイジ



												事務員 ジムイン										２名 メイ				常勤職員　　２名 ジョウキン ショクイン メイ



		6		本部事業の
内容 ホンブ ジギョウ ナイヨウ						　法人事業方針に基づいて、以下の項目の実施を適切に行ないます。 ホウジン ジギョウ ホウシン モト イカ コウモク ジッシ テキセツ オコ

										　各事業所との連携強化と法人事務局体制の強化を目指します。 カクジギョウショ レンケイ キョウカ ホウジン ジムキョク タイセイ キョウカ メザ



										（１）		理事会、評議員会、監事監査の開催とその補佐 リジカイ ヒョウギイン カイ カンジ カンサ カイサイ ホサ

														理事会、評議員会、運営協議会の適切な運営を補佐します。 リジカイ ヒョウギ イン カイ ウンエイ キョウギカイ テキセツ ウンエイ ホサ



										（２）		経営会議の開催とその補佐 ケイエイ カイギ カイサイ ホサ

														経営会議の適切な運営を補佐します。 ケイエイ カイギ テキセツ ウンエイ ホサ



										（３）		委員会の運営の補佐 ホサ

														各委員会の適切な運営を補佐します。 カクイイン カイ テキセツ ウンエイ ホサ



										（４）		人材確保と人材育成の強化 ジンザイ カクホ

														安定的法人職員組織確立に向けた人材確保と、　「職員の資質と専門性の向上」を目的とし、研修の実施等により人権意識の向上とともに福祉に携わる職員として必要な知識・援助技術の向上を図ります。 アンテイ テキ ホウジン ショクイン ソシキ カクリツ ム ジンザイ カクホ







										(5)		法人職員会議の開催 ホウジン ショクイン カイギ カイサイ

														年度初日に法人職員会議を開催し、事業計画の周知徹底を行ないます。 ネンド ショニチ ホウジン ショクイン カイギ カイサイ ジギョウ ケイカク シュウチ テッテイ オコ





										（６）		法人内職員研修の開催 ホウジン ナイ ショクイン ケンシュウ カイサイ

														研修委員会と連携した職員研修の開催を目指します。 ケンシュウ イイン カイ レンケイ ショクイン ケンシュウ カイサイ メザ



														研修会名 ケンシュウ カイ メイ								対象者 タイショウシャ										備考 ビコウ

														新任職員研修 シンニン ショクイン ケンシュウ								新任職員 シンニン ショクイン

														登録講師派遣事業研修 ケンシュウ								全員 ゼンイン										年1～2回 ネン カイ



										（７）		職員研究発表会の開催 ショクイン ケンキュウ ハッピョウ カイ カイサイ

														研修委員会及び各事業所と連携した職員研究発表会を開催します。 ケンシュウ イイン カイ オヨ カクジギョウショ レンケイ ショクイン ケンキュウ ハッピョウ カイ カイサイ



										（８）		法人経営基盤の安定化への取り組み ホウジン ケイエイ キバン アンテイカ ト ク

														経営会議と連携し、各事業の法人設立後５年間の振り返りと現状分析、また今後の方向性について検証します。 ケイエイ カイギ レンケイ カクジギョウ ホウジン セツリツ ゴ ネンカン フ カエ ゲンジョウ ブンセキ コンゴ ホウコウセイ ケンショウ



										（９）		事業継続計画（BCP）の作成 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクセイ

														事業継続計画（BCP）策定委員会を立ち上げます。 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクテイ イイン カイ タ ア

														委員会及び各事業所と連携して、法人としての事業継続計画（BCP）の作成に取り組みます。 イイン カイ オヨ カクジギョウショ レンケイ ホウジン ジギョウ ケイゾク ケイカク サクセイ ト ク





										（１０）		大規模修繕への取り組み ダイキボ シュウゼン ト ク

														各事業所と連携して、社会福祉充実計画の生活環境向上のための大規模修繕事業の具体化を図ります。 カクジギョウショ レンケイ シャカイ フクシ ジュウジツ ケイカク グタイカ ハカ





										（１１）		各事業所と連携を図りながら、各事業所の抱える課題の解決に向けてのバックアップを図ります。



												①		各事業の業務向上と職員の心身の安全が維持できるようサポートします。 カクジギョウ ギョウム コウジョウ ショクイン シンシン アンゼン イジ



												②		法人組織全体の職務遂行状況や職員間に関係性を把握し、ハラスメント受付窓口等の機能を活かし、速やかな問題解決に取り組みます。 ウケツケ マドグチ トウ キノウ イ



												③		各事業所の職務遂行に必要な地域連携に取り組みます。



										（１２）		地域連携に取り組みます。 チイキ レンケイ ト ク



										（１３）		経理・財務・給与・労務・人事の管理を適切に行ないます。
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はくちょう

		2019						年度 ネンド				事　業　計　画 コト ギョウ ケイ ガ																		（生活介護事業）
はくちょう セイカツ カイゴ ジギョウ



		１		事業所名 ジギョウ ショ メイ						はくちょう

		２		事業名 ジギョウ メイ						障害福祉サービス事業：介護給付「生活介護事業」 ショウガイ フクシ ジギョウ カイゴ キュウフ セイカツ カイゴ ジギョウ

		３		所在地 ショザイチ						日野市日野台四丁目３１番地の７ ヒノ シ ヒノダイ ヨンチョウメ バンチ

		４		事業所の
流れ ジギョウショ ナガ						昭和６２年４月１日 ショウワ ネン ガツ ニチ								日野市立はくちょう学園
（「知的障害者通所更生施設」として）開設 ヒノシリツ ガクエン チテキ ショウガイシャ ツウショ コウセイ シセツ カイセツ



										平成１９年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								障害者自立支援法による事業体系の移行により、
日野市立はくちょう（生活介護事業として）
事業開始 ショウガイシャ ジリツ シエン ホウ ジギョウタイ ケイ イコウ ヒノシリツ セイカツ カイゴ ジギョウ ジギョウ カイシ





										平成２６年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								社会福祉法人おおぞらの事業所「はくちょう」として
事業開始 シャカイフクシホウジン ジギョウショ ジギョウ カイシ



		５		利用定員 リヨウ テイイン						２０名 メイ

		６		事業の
実施地域 ジギョウ ジッシ チイキ						日野市及び近郊他市 ヒノシ オヨ キンコウ タシ



		７		事業の主たる
対象者 ジギョウ シュ タイショウシャ						知的障害 チテキ ショウガイ



		８		営業日 エイギョウビ						月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く ゲツヨウビ キンヨウビ シュクジツ



		９		営業時間 エイギョウ ジカン						午前８時３０分～午後５時１５分 ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン

		１０		サービス
提供時間 テイキョウ ジカン						午前９時００分～午後４時００分
ただし、木曜日は午前９時００分～午後３時１５分 ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン モクヨウビ ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン



		１１		事業の目的 ジギョウ モクテキ						　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく、生活介護事業所として常時介護の必要な主たる対象者である知的障害者を受け入れて、





										（１）		食事、排泄等の介護、日常生活上の支援

										（２）　		軽作業等の生産活動や創作的活動の機会の提供

										（３）		（１）や（２）を通じた身体能力、日常生活能力の維持向上

										　を中心とした情緒の安定を基盤に、個々の利用者の心身の状況に応じた適切な介護を提供することで、利用者がより社会的自立を育むことを目的とします。



		１２		職員配置 ショクイン ハイチ

												施設長 シセツチョウ										１名 メイ				常勤職員 ジョウキン ショクイン				（やまばと特定相談・
障害児相談事業責任者を
兼務）



												サービス管理責任者 カンリ セキニン シャ										１名 メイ				常勤職員（専従） ジョウキン ショクイン センジュウ

												生活支援員 セイカツ シエンイン										１３名 メイ				常勤職員　　 　６名
非常勤職員　  ７名
（常勤換算：11.3人） メイ ジョウキン カンサン ニン



												看護師 カンゴシ										１名 メイ				非常勤職員（常勤換算：0.05人） ヒジョウキン ショクイン ジョウキン カンサン ニン

												運転手 ウンテンシュ										1名 メイ				非常勤職員（常勤換算：0.5人） ヒジョウキン ショクイン ジョウキン カンサン ニン

												嘱託医 ショクタク イ										１名 メイ				嘱託（精神科医） ショクタク セイシンカイ



		１３		施設運営方針 シセツ ウンエイ ホウシン						（１）		障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づき、適切な対応と主体性、創造性のある円滑な運営に努めます。



										（２）　		生活介護事業の使命を果たすために、事業所ぐるみの努力を行ないます。

										（３）		利用者、家族、職員及び地域の関わりにより、お互いの人格を高めあい、利用者の社会参加と自立を育みます。



										（４）		生活支援と作業支援等により、利用者の発達と自立を育みます。

										（５）		利用者の人権を尊重し、守ります。

										　運営方針項目をさらに進めるため、2019年度社会福祉法人おおぞら事業計画に則り、職員一人ひとりが事業所経営の視点に立ち、主体的に行動し意識改革に努め、事業の継続や安定性を保ちながら、創意工夫という柔軟性のある運営を目指します。





		１４		2019年度
重点目標 ネンド ジュウテン モクヒョウ						（１）		研修成果を発表し、現場に生かし、職員育成に努めます。 ケンシュウ セイカ ハッピョウ ゲンバ イ ショクイン イクセイ ツト

												・		研修体系に沿ったＯＦＦ－ＪＴによる福祉専門職として必要な技術及び知識の習得の促進のため東京都社会福祉協議会、知的発達障害者部会、障害者生活支援研究会（サポート研）、東京都障害者通所活動施設職員研究会、東京都福祉人材センター研究室などの各種研修会に積極的に参加します。 ソクシン







												・		日常支援場面における個別支援実践技術等を研修担当職員及びサービス管理責任者によるＯＪＴにより行います。OFF-JTで学んだ理論や技術を、日常支援にフィードバックさせ、利用者支援の質の向上を図ります。 ニチジョウ シエン バメン コベツ シエン ジッセン ギジュツ トウ ケンシュウ タントウ ショクイン オヨ カンリ セキニン シャ オコナ マナ リロン ギジュツ ニチジョウ シエン リヨウ シャ シエン シツ コウジョウ ハカ





												・		OFF-JTで学んだことを研修発表として職員会議でプレゼンテーションし、ケース会議を充実させ、技術や理論の情報共有を行います。 マナ ケンシュウ ハッピョウ ショクイン カイギ カイギ ジュウジツ ギジュツ リロン ジョウホウ キョウユウ オコナ



										（２）		法人委員会と連携し災害時事業継続計画（BCP)を作成し、計画に沿った事業整備を行います ホウジン イインカイ レンケイ サイガイ ジ ジギョウ ケイゾク ケイカク サクセイ ケイカク ソ ジギョウ セイビ オコナ



										（３）		人事評価制度におけるチャレンジシートの作成活用により法人理念の理解と、虐待防止や人権擁護など職員のスキルアップと個人面談による人材育成に努めます。 ジンジ ヒョウカ セイド サクセイ カツヨウ ホウジン リネン リカイ ギャクタイ ボウシ ジンケン ヨウゴ ショクイン コジン メンダン ジンザイ イクセイ ツト





										（４）		福祉サービス第三者評価の結果を受けて、改善、向上に努めます。 フクシ ダイ サンシャ ヒョウカ ケッカ ウ カイゼン コウジョウ ツト

										（５）		利用率の向上

												・		今年度は88％以上の稼働率を目指します。 コンネンド イジョウ カドウ リツ メザ

		１５		新規事業 シンキ ジギョウ						（１）		法人研修委員会と連携して、事業所における事例検討研修会を実施し、グループワークによるチーム支援の強化に取り組みます。 シエン キョウカ ト ク



										（２）		支援手法の一つである構造化への取り組みとして、利用者個人の個性・特性に配慮した自立課題を模索していきます。 シエン シュホウ ヒト コウゾウカ ト ク リヨウシャ コジン コセイ トクセイ ハイリョ ジリツ カダイ モサク



		１６		作業支援方針 サギョウ シエン ホウシン						　「個別支援計画」に基づき、利用者一人ひとりの適性、興味・関心を十分に把握した上で、作業の自己選択、自己決定を大切にします。



										　生活介護における作業は、生産的活動機会に生かすことのできる能力を発揮することにあり、個人の能力を正確に把握し「自分が持っている能力で、社会参加している。」ことが実感できるような取り組みを支援します。 セイカツ カイゴ サギョウ セイサンテキ カツドウ キカイ イ ノウリョク ハッキ コジン ノウリョク セイカク ハアク ジブン モ ノウリョク シャカイ サンカ ジッカン ト ク シエン





										（１）		作業支援目標

												①		繰り返す日課としての取り組みと、できることを肯定化することでの取り組み意欲の向上と情緒安定を図ります。 ク カエ ニッカ ト ク コウテイ カ ト ク イヨク コウジョウ ジョウチョ アンテイ ハカ



												②		作業を通して、身体機能及び自己肯定感の向上を図ります。 オヨ ジコ コウテイ カン

												③		適性・ペース・選択の意思決定を尊重し、興味の拡大を図ります。 センタク イシ ケッテイ ソンチョウ キョウミ カクダイ ハカ

										（２）　		作業内容

												①		アルミ缶回収、缶つぶし等缶作業
　（環境美化・リサイクル・地域交流と散歩を兼ねています。）



												②		手芸作業（刺繍、アクセサリークラフト等） シシュウ

												③		ポスティング

		１７		生活支援方針 セイカツ シエン ホウシン						　「個別支援計画」に基づき、利用者一人ひとりに合った介護・支援を行うとともに、日常生活上必要かつ適正な身辺自立及び活動提供を支援します。コミュニケーション、排泄、食事、移動など基本的な生活習慣の理解と能力に応じた介助と支援を行います。重度知的障害の受容のうえに立った集団生活における個に配慮した生活が送れるよう、生活のあらゆる場面で意思決定が尊重されるよう支援します。 コベツ シエンケイカク モト リヨウシャ ヒトリ ア カイゴ シエン オコナ ニチジョウ セイカツ ジョウ ヒツヨウ テキセイ シンペン ジリツ オヨ カツドウ テイキョウ シエン ハイセツ ショクジ イドウ キホンテキ セイカツ シュウカン リカイ ノウリョク オウ カイジョ シエン オコナ ジュウド チテキショウガイ ジュヨウ タ シュウダン セイカツ コ ハイリョ セイカツ オク セイカツ バメン イシ ケッテイ ソンチョウ シエン







										（１）		生活支援目標

												①		事業所での生活が楽しく、快適なものになるよう心掛け、その中で日常生活に必要な身辺自立能力を最大限活かせるよう支援します。 ココロガ サイダイゲン イ



												②		利用者一人一人を大切にした支援を行ないます。 ヒトリ ヒトリ

												③		重度知的障害者の受容の上に立った、集団生活における個に配慮した生活の中で、利用者同士のつながりが持てるよう支援します。 ジュウド チテキ ショウガイシャ ジュヨウ ウエ タ シュウダン セイカツ コ ハイリョ セイカツ ナカ リヨウシャ ドウシ モ シエン



												④		より効果的な支援が出来るように家庭との連携を図り、利用者の健康状態やニーズ等を的確に把握します。



										（２）　		活動内容

														各種行事及びレクリエーション、音楽、創作、リトミック、リズム体操、プール活動、クッキングなど。



		１８		保健衛生 ホケン エイセイ						　健康の維持促進、疾病の予防、早期発見を目的に連絡帳による家庭との連携を密にするとともに、以下の内容を実施します。



										（１）		年2回の健康診断を実施します。（うち1回は社会福祉法人おおぞらと協定を結んだ協力医療機関：日野台診療所、1回は嘱託医による聴打診となります。） ヒノダイ シンリョウ ショ





										（２）		2ヶ月に1回、奇数月下旬に嘱託医（精神科）による相談日を設けます。

										（３）		1週間に1回の看護師による健康状態の把握と保健衛生対応を行ないます。

										（４）		毎月上旬に体重、血圧を測定をし、記録を家庭にも通知します。

										（５）		身体機能低下の予防と体力維持のため、毎朝ラジオ体操を行ないます。

		１９		食事の提供 ショクジ テイキョウ						　業務委託による給食を提供します。安心安全な食材を選び、季節感ある食事作りを心掛ける業者を選考し、楽しくおいしい食事提供に努めます。 ギョウム イタク キュウショク テイキョウ アンシン アンゼン ショクザイ エラ キセツカン ショクジ ヅク ココロガ ギョウシャ センコウ タノ ショクジ テイキョウ ツト



		２０		送迎 ソウゲイ						　生活介護事業の利用促進と福祉の増進を図ることを目的に、送迎を希望し、必要とする利用者については、送迎サービスの提供をします。 ソウゲイ キボウ



		２１		家族との連携 カゾク レンケイ						　利用者の状況を把握するため、家族との連携を密にし、より利用者のニーズにあった支援を目指します。そのため次のことを実施します。 カゾク



										（１）		原則として２カ月に１回家族会を開催します。

										（２）		給食会食会を年１回開催します。 カイショク ネン カイ カイサイ

										（３）		サービス提供職員との個別面談を希望者に対して実施します。

										（４）		毎日の利用で連絡帳、電話連絡等により家族との意思疎通を図ります。

										（５）		支援計画の説明、修正時以外にも必要に応じて面談、家庭訪問を行います。

										（６）		はくちょうまつり・クリスマス交流会など協働に努めます。 コウリュウカイ キョウドウ ツト

		２２		関係機関
との連携 カンケイ キカン レンケイ						　計画相談をもとに、利用者の継続した地域生活の充実をめざし、利用者、ご家族の了承のもと資源提供サービス機関との連携、協力に努めます。 ケイカク ソウダン リヨウシャ ケイゾク チイキセイカツ ジュウジツ リヨウシャ カゾク リョウショウ シゲン テイキョウ キカン レンケイ キョウリョク ツト



		２３		地域交流 チイキ コウリュウ						　法人理念にもあるように「ともに歩む事業体」「地域福祉に貢献できる事業体」として、社会の一員としての自覚を持ち、地域社会に親しみやすい関係を積極的につくります。





										　具体的な方法として次の点に留意します。

										（１）		障害者への理解を深めてもらうため事業所祭「はくちょうまつり」などを行います。



										（２）　		市内のイベント（「みんなといっしょの運動会」等）へ参加します。

										（３）		日野台地区の行事（市内一斉清掃、防災訓練、日野台祭典など）への職員の参加を行います。 ショクイン サンカ オコナ



										（４）		また、利用者の多様なニーズに応えられるよう、市内の福祉施設、地域の特別支援学校及び関係機関との情報交換、連携に努めます。



										（５）		毎月1回の地域清掃を行います。 マイツキ カイ チイキ セイソウ オコナ

		２４		ボランティアの
受け入れ ウ イ						　地域に根ざした事業所として、事業所内外の行事の補助、利用者の支援・介助のため、積極的にボランティアの受入れを行うとともに、育成にも努めます。



										（１）		法人ホームページを活用した日常作業・活動・行事等におけるボランティアの募集を行ないます。 オコ



										（２）　		社会福祉協議会ボランティアセンターの機関誌「ボランティアインフォメーション」への募集記事の掲載依頼を定期的に行います。



										（３）		社会福祉協議会主催の「夏の体験ボランティア」の受け入れ先として登録して、受け入れに努めます。



		２５		実習生の
受け入れ ジッシュウセイ ウ イ						（１）		実習生受入れに関する基準に基づき、大学、専門学校等より依頼のあった、福祉系をはじめとした資格等取得のための実習を受け入れます。 ケイ



										（２）		実習生の受入れに関する基準に基づき、特別支援学校等より依頼のあった、知的障害者等の実習を受け入れます。



										（３）		教員介護等体験実習生を受け入れます。 キョウイン カイゴ トウ タイケン ジッシュウ セイ ウ イ

										（４）		市内中学校・高等学校生徒の職場体験実習を受け入れます。

		２６		会議 カイギ

												会議名 カイギ メイ								対象職種 タイショウ ショクシュ										会議日 カイギ ビ

												職員会議 ショクイン カイギ								全職員 ゼンショクイン										第1木曜日 ダイ モクヨウビ

												支援員会議 シエン イン カイギ								支援員 シエン イン										第2木曜日 ダイ モクヨウビ

												総括会議 ソウカツ カイギ								全職員 ゼンショクイン										第4木曜日 ダイ モクヨウビ

												ケース会議 カイギ								サービス管理責任者
支援員 カンリ セキニン シャ シエン イン										第3木曜日 ダイ モクヨウビ



												支援計画関連会議 シエン ケイカク カンレン カイギ								サービス管理責任者
支援員 カンリ セキニン シャ シエン イン										立案・中間報告
総括時期 リツアン チュウカン ホウコク ソウカツ ジキ



		２７		研修 ケンシュウ						（研修の目的）

										　「生活介護事業：はくちょう」の目的を達成するため、また、社会福祉施設従事職員の資質、知識及び技能の向上のため、法人研修体系及びはくちょう研修計画により各種研修会、講演会、施設見学会等に参加することで、福祉現場の多様化するニーズに対応できる専門性をより高め、積極的に事業に活かします。 シャカイ フクシ シセツ ホウジン ケンシュウ タイケイ オヨ ケンシュウ ケイカク







										（１）		施設内研修（ＯＪＴ）

												・		日常支援を通してサービス管理責任者によるスーパーバイズ、職員会議、支援員会議、ケース会議等を利用し、利用者支援の方向性を確認し、個別支援スキルの向上に努めます。 コベツ





										（２）　		施設外研修

												・		登録講師派遣事業等による法人研修会への参加 トウロク コウシ ハケン ジギョウ トウ ホウジン ケンシュウ カイ サンカ

												・		東京都社会福祉協議会主催の各種研修会への参加 トウキョウト シャカイ フクシ キョウギカイ シュサイ カクシュ ケンシュウカイ サンカ

												・		東京都による強度行動障害児者への研修会への参加 トウキョウト キョウド コウドウ ショウガイジ シャ ケンシュウカイ サンカ

												・		東京都通所活動施設職員研修会主催の研修への参加 トウキョウト ツウショ カツドウ シセツ ショクイン ケンシュウカイ シュサイ ケンシュウ サンカ

										（３）		その他

												・		その他の各種研修会、講演会への参加

		２８		修繕 シュウゼン						　建物及び設備については、竣工より32年以上経過し、施設、設備等も老朽化しており、突発的に修繕が必要な場合もあります。



										　老朽化した建物を向こう約20年間の使用に耐えうるように、優先順位をつけて改修工事を計画していきます。　2019年度は、社会福祉充実計画による大規模改修工事として、以下の工事を実施する予定とします。





												屋上防水工事 オクジョウ ボウスイ コウジ										外構意匠 ガイコウ イショウ

												外壁塗装 ガイヘキ トソウ										作業室給湯設備 サギョウシツ キュウトウ セツビ										の修繕、更新

		２９		安全管理 アンゼン カンリ						　行動障害、てんかん、自閉症、心の問題など多種多様な障害による事故防止のため、生活環境の整備をはじめ、常時行動や顔色などに注意をします。 セイカツ カンキョウ セイビ



										　万一怪我等があった場合には、看護師・生活支援員等で応急処置を行なうとともに、体調の変化があった場合についても、必要に応じて家庭及び病院と連絡をとるなど、適切な対応に努めます。





										（１）		防災対策

												①		事業所内外の整理整頓、環境整備に努め、地域との連携を図りながら、職員を対象に「日野台自治会防災訓練」に参加します。 ジギョウショ ナイガイ セイリ セイトン カンキョウ セイビ ツト チイキ レンケイ ハカ ショクイン タイショウ ヒノダイ ジチカイ ボウサイ クンレン サンカ



												②		消防計画に基づき火災予防に努めるとともに、防災教育、訓練を徹底し、防災対策体制の確立に努めます。月１回の避難訓練、年１回の通報・消火訓練を行ないます。





												③		震災対策についても消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応が出来るようにします。



												④		事業継続計画（BCP)を作成し、災害時にも安全かつ速やかに事業実施ができるように取り組みます。 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクセイ サイガイ ジ アンゼン スミ ジギョウ ジッシ ト ク



										（２）　		防犯対策

												①		所轄警察署と連携を取り対応します。

												②		事業所周辺の整理整頓を心掛けます。

												③		第３小学区域の通学路における、子供１１０番「ピーポくんの家」に登録し、登下校時の児童の安全に協力をします。 ダイ ショウガク クイキ ツウガクロ コドモ バン イエ トウロク トウゲコウ ジ ジドウ アンゼン キョウリョク



		３０		緊急時の対応 キンキュウジ タイオウ						（１）		事故等、緊急対応が必要な事態が生じた場合は、「危機管理マニュアル」に基づいて職員が速やかに適切な対応、行動がとれるよう努めます。



										（２）　		各家庭との連絡については、電話連絡網や個別対応により速やかな対応を図ります。



										（３）		警備会社とは、深夜、土曜、日曜日および祝祭日における緊急事態についても、職員に連絡が入り、連携して対応できるようにします。



		３１		虐待防止の
ための措置 ギャクタイ ボウシ ソチ						　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重する視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出により、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じます。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止策を講じ市区町村へ報告します。 ショウガイシャ ギャクタイ ボウシホウ オヨ ショウガイシャ サベツ カイショウ ホウ トウ モト リヨウシャ ジンカク ソンチョウ シテン タ テイキョウ ツト ホウジン ギャクタイ ボウシ イインカイ ギャクタイ ボウシ ト ク タイセイ リヨウシャ カゾク ショクイン シュウチ テッテイ ギャクタイ ボウシ テイキテキ ヨ ア ギャクタイ ボウシ テイキテキ テイシュツ ギャクタイ ボウシ セッキョクテキ ト ク ショクイン タイ ケンシュウ ジッシ トウ ソチ コウ











		３２		個人情報保護
の措置 コジン ジョウホウ ホゴ ソチ						　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。





										　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。





										　日常業務の中の小さな事柄であっても、個人情報であるという認識を職員一人一人が持てるよう、OJTをはじめとした職員研修を実施し、意識を高めるよう努めます。更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。 コジン ジョウホウ ニンシキ ショクイン ヒトリ ヒトリ モ ショクイン ケンシュウ ジッシ イシキ タカ ツト





		３３		苦情解決 クジョウ カイケツ						　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。 クジョウ ウケツケ マドグチ クジョウ カイケツ セキニンシャ オ ジンソク テイネイ セイイ モ カイケツ ツト





		３４		環境負荷の
軽減・配慮 カンキョウ フカ ケイゲン ハイリョ						　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行うとともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行います。





		３５		週間・日課表 シュウカン ニッカ ヒョウ						（別紙１参照） ベッシ サンショウ



		３６		年間行事予定 ネンカン ギョウジ ヨテイ						（別紙２参照） ベッシ サンショウ
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はくちょう（別紙１、週間・日課表）

		３５．				2019年度　はくちょう　週間・日課表																		（別紙1） ベッシ

				月 ゲツ				火 カ				水 スイ						木 モク						金 キン

		8:30		職　員　朝　会　・　支　援　員　朝　会

		8:40		送 　　 迎  

		9:55

		10:05		登　所　・　排　泄　・　着　替　え　他 トウ ショ ハイ セツ キ タイ ホカ

				朝　会 アサ カイ				朝　会 アサ カイ				全体
プログラム ゼンタイ		朝　会 アサ カイ				朝　会 アサ カイ						朝会 チョウ カイ

		10:25		音楽･体操 オンガク タイソウ				音楽･体操 オンガク タイソウ						音楽･体操 オンガク タイソウ				音楽･体操 オンガク タイソウ						音楽・体操 オンガク タイソウ

				作　業 サク ギョウ				作　業 サク ギョウ						作　業 サク ギョウ				リト
ミック		作　業 サク ギョウ				作　業 サク ギョウ

				屋外作業・缶回収他 オクガイ サギョウ カン カイシュウ ホカ		屋内
作業 オクナイ サギョウ		屋外作業・缶回収他 オクガイ サギョウ カン カイシュウ ホカ		屋内
作業 オクナイ サギョウ				屋外作業・缶回収他 オクガイ サギョウ カン カイシュウ ホカ		屋内
作業 オクナイ サギョウ				屋外作業・缶回収他 オクガイ サギョウ カン カイシュウ ホカ		屋内
作業 オクナイ サギョウ		屋外作業・缶回収他 オクガイ サギョウ カン カイシュウ ホカ		屋内
作業 オクナイ サギョウ



						〔				〔		〔				〔		〔				〔				〔

												リズム
体操   タイソウ						月2回　　　　　　原則  として

						缶作業 カン サギョウ				缶作業 カン サギョウ		運　動 ウン ドウ				缶作業 カン サギョウ						缶作業 カン サギョウ				缶作業 カン サギョウ

						手　芸 テ ゲイ				手　芸 テ ゲイ		〕				手　芸 テ ゲイ						手　芸 テ ゲイ				手　芸 テ ゲイ

						ほか				ほか						ほか						ほか				ほか

		11:30				〕				〕						〕		〕				〕				〕

		11:40		排　　泄・着　替　え・休　息　他 ハイ セツ キ タイ キュウ イキ ホカ

		12:25		昼　　　　食 ヒル ショク

		13:30		後　片　付　け　・　歯　磨　き　・　休　憩 アト カタ ヅケ ハ ミガ キュウ イコイ

				作　業 サク ギョウ				作　業 サク ギョウ				作　業 サク ギョウ						ゆとりの時間 ジカン						作　業 サク ギョウ

				創　作 ハジメ サク				創　作 ハジメ サク				創　作 ハジメ サク						掃除･余暇時間 ソウジ ヨカ ジカン						創　作 ハジメ サク

				散　歩・ドライブ サン ホ				散　歩・ドライブ サン ホ				散　歩・ドライブ サン ホ												散　歩・ドライブ サン ホ

		14:15

		14:30

		14:35		お茶の時間														着替え･排泄						お茶の時間 チャ ジカン

				余暇時間														帰宅準備						余暇時間 ヨカ ジカン

		15:00																帰りの会

		15:10																送　迎 ソウ ムカイ

				着替え・排泄																				着替え・排泄 キガ ハイセツ

		15:25		帰宅準備																				帰宅準備 キタク ジュンビ

		15:40		帰りの会・歌の時間 ジカン																				帰りの会 カエ カイ

		16:30		送 　　迎 																				送　迎 ソウ ムカイ

		16:50

		17:00
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はくちょう（別紙2、年間行事計画）

		３６．				2019年度　はくちょう　年間行事計画																		（別紙２）　

		月 ツキ		所内行事 ショナイ ギョウジ								所外行事 ショ ガイ ギョウジ								その他 タ

		4		クッキング(下旬)　 ゲジュン								お花見(上旬)　								家族会(下旬)
 カゾク カイ ゲジュン

																				家族面談（中旬～下旬）



		5		端午の節句(上旬)　 タンゴ セック ジョウジュン								ボウリング(中旬)　　　　　　　　　　　　　　　　                   
								嘱託医相談日(下旬） ゲジュン

												バスハイク（下旬）　　 　　　　　　　　 ゲジュン

		6																		家族面談（中旬～下旬）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カゾク メンダン チュウジュン ゲジュン

												外出喫茶(中旬)　　　　　　　　　　　　　　　　                   
								家族会（下旬） カゾク カイ ゲジュン



		7		七夕(上旬)　　　　　　　　　　　　　　　　 タナバタ ジョウジュン								プール(七生福祉園) ナナオ フクシ エン								健康診断（上旬） ケンコウ シンダン ジョウジュン

																				給食会食会（中旬） キュウショク カイショク カイ チュウジュン

		8										プール(七生福祉園)　              　                           ナナオ フクシ エン								家族会(下旬)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 カゾク カイ ゲジュン

																				日野台祭典（下旬）

																				嘱託医相談日（下旬）　　



		9										宿泊旅行（上旬)　
　 ジョウジュン								嘱託医相談日（下旬） ゲジュン



		10		クッキング（上旬）　 ウエ								みんなと一緒の運動会(10/6）　　　　 イッショ ウンドウカイ								家族会(上旬)
　　  　　　　　　　　　　 カゾク カイ ジョウジュン

												出逢いとふれあいの美術展出展								日野台自治会防災訓練（下旬）


				はくちょうまつり（10/27）           
								見学（中旬） チュウ



		11		クッキング（下旬）　 ゲジュン								買物体験・外食（中旬）　 タイケン チュウジュン								嘱託医相談日（下旬）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゲジュン

																				担当職員個別面談（下旬）　 タントウ ショクイン コベツ メンダン



		12		クッキング（下旬） ゲジュン								援農の会（中旬）								インフルエンザ予防接種（上旬） ジョウ

												クリスマス･交流会(中旬)  								家族会（上旬） ジョウ



		1										初詣（中旬）　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハツモウデ チュウジュン								嘱託医相談日･健診（下旬）　　　　　　　　　　　　　　　 ゲジュン

																				家族会（下旬） カゾク カイ ゲジュン

																				事業所内研修（下旬) ジギョウショ ナイ ケンシュウ ゲジュン

		2		節分・豆まき（上旬）　　　　　　　　　　　　　　　 セツブン マメ ジョウジュン								外出喫茶(中旬～下旬) 　　　　　　　　　　　 ゲジュン								家族会（下旬） カゾク

				クッキング（上旬）　



		3		ひなまつり（上旬）　　　　　　　　       　　　								ボウリング（上旬） ジョウ								嘱託医相談日（中旬）

				クッキング(中旬）

				　

				※１　その他、身体測定・避難訓練を毎月行う。 タ シンタイ ソクテイ ヒナン クンレン マイツキ オコ

		備考 ビコウ		※２　利用者の誕生日に誕生会を行う。 リヨウシャ タンジョウビ タンジョウ カイ オコ

		その他 タ		※３　「リズム体操」（年12回）、「リトミック」（年21回）、「運動」（年５回）行う。 タイソウ ネン カイ ネン カイ ウンドウ ネン カイ オコ
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つばさ

		2019						年度 ネンド				事　業　計　画 コト ギョウ ケイ ガ																		（就労継続支援B型事業）
つばさ シュウロウ ケイゾク シエン カタ ジギョウ



		１		事業所名 ジギョウ ショ メイ						つばさ

		２		事業名 ジギョウ メイ						障害福祉サービス事業：訓練等給付「就労継続支援B型事業」 ショウガイ フクシ ジギョウ クンレントウ キュウフ シュウロウ ケイゾク シエン カタ ジギョウ

		３		所在地 ショザイチ						日野市旭が丘二丁目４２番地の５ ヒノシ アサヒ オカ ニチョウメ バンチ

		４		事業所の
流れ ジギョウショ ナガ						昭和６０年４月１日 ショウワ ネン ガツ ニチ								日野市立つばさ学園ひばり学級
（「知的障害者通所授産施設」として）開設 ヒノシリツ ガクエン ガッキュウ チテキ ショウガイシャ ツウショ ジュサン シセツ カイセツ



										平成１９年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								障害者自立支援法による事業体系の移行により、
日野市立つばさ（就労継続支援B型事業として）
事業開始 ショウガイシャ ジリツ シエン ホウ ジギョウタイ ケイ イコウ ヒノシリツ シュウロウ ケイゾク シエン カタ ジギョウ ジギョウ カイシ





										平成２６年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								社会福祉法人おおぞらの事業所「つばさ」として
事業開始 シャカイフクシホウジン ジギョウショ ジギョウ カイシ



		５		利用定員 リヨウ テイイン						４０名 メイ

		６		事業の
実施地域 ジギョウ ジッシ チイキ						日野市 ヒノシ



		７		事業の主たる
対象者 ジギョウ シュ タイショウシャ						知的障害 チテキ ショウガイ



		８		営業日 エイギョウビ						月曜日から金曜日及び第1・第３土曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く ゲツヨウビ キンヨウビ オヨ ダイ ダイ ドヨウビ シュクジツ



		９		営業時間 エイギョウ ジカン						平日は午前８時３０分～午後５時１５分
土曜開所は午前８時３０分～午後２時３０分 ヘイジツ ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン ドヨウ カイショ ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン



		１０		サービス
提供時間 テイキョウ ジカン						平日は午前９時００分～午後４時００分
土曜日は午前９時００分～午後２時00分 ヘイジツ ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン ドヨウビ ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン



		１１		事業の目的 ジギョウ モクテキ						　一般企業等の雇用に結びつかない方や、一定の年齢に達している方などに、生産活動やその他の活動の機会の提供を通じて、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練などの障害福祉サービスを供与することを目的としています。 イッパン キギョウ ヒト コヨウ ムス カタ イッテイ ネンレイ タッ カタ セイサン カツドウ タ カツドウ キカイ テイキョウ ツウ シュウロウ ヒツヨウ チシキ オヨ ノウリョク コウジョウ ヒツヨウ クンレン ショウガイ フクシ キョウヨ モクテキ







		１２		職員配置 ショクイン ハイチ

												施設長 シセツチョウ										１名 メイ				常勤職員
（やまばと施設長を兼務） ジョウキン ショクイン シセツチョウ



												サービス管理責任者 カンリ セキニン シャ										１名 メイ				常勤職員１名（専従） ジョウキン ショクイン メイ センジュウ

												生活支援員 セイカツ シエンイン										5名 メイ				常勤職員5名・再雇用職員1名

（常勤換算：2.9人） サイコヨウ ショクイン メイ ジョウキン カンサン ニン

												職業指導員 ショクギョウ シドウイン										1名 メイ				常勤職員１名 ジョウキン ショクイン メイ

												目標工賃達成指導員 モクヒョウ コウチン タッセイ シドウイン										2名 メイ				常勤1名・非常勤1名（常勤換算：1.3人） ジョウキン メイ ヒジョウキン メイ ジョウキン カンサン ニン

												運転手 ウンテンシュ										1名 メイ				非常勤職員1名（常勤換算：0.5人） ヒジョウキン ショクイン メイ ジョウキン カンサン ニン



		１３		施設運営方針 シセツ ウンエイ ホウシン						　利用者が安心して就労できる環境作り、楽しく時を過ごせる環境作り、又、家族の方や地域の方々から信頼される施設を目指し、利用者にあったきめ細かなサービスを提供します。 リヨウ シャ アンシン シュウロウ カンキョウ ツク タノ トキ ス カンキョウ ツク マタ カゾク カタ チイキ カタガタ シンライ シセツ メザ リヨウシャ コマ テイキョウ





										　支援員は利用者に質の高いサービスを提供するため、資質の向上に努め、利用者に選ばれる施設になるよう常に努力します。 シエンイン リヨウシャ シツ タカ テイキョウ シシツ コウジョウ ツト リヨウ シャ エラ シセツ ツネ ドリョク



										　また、つばさ就労継続支援（B型）の運営に当たっては、施設運営という角度から見直しを進め、職員の意識を改革しつつ、創意工夫と柔軟性のある効率的な運営を目指して内部改革に取り組みます。 シュウロウ ケイゾク シエン カタ ウンエイ ア シセツ ウンエイ カクド ミナオ スス ショクイン イシキ カイカク ソウイ クフウ ジュウナンセイ コウリツ テキ ウンエイ メザ ナイブ カイカク ト ク





		１４		2019年度
重点目標 ネンド ジュウテン モクヒョウ						（１）		作業収入の増額 サギョウ シュウニュウ ゾウガク

												　作業全体の収入金額は600万円以上を目指します。 サク ギョウ ゼンタイ シュウニュウ キンガク マンエン イジョウ メザ

										（２）		作業工賃の増額 サギョウ コウチン ゾウガク

												　利用者一人あたりの平均工賃は13,000円を目指します。 リヨウ シャ ヒトリ ヘイキン コウチン エン メザ

										（３）		土曜活動の参加者の拡大 ドヨウ カツドウ サンカシャ カクダイ

												　参加者の延人数は350名を目指します。 サンカシャ ノベ ニンズウ メイ メザ

										（4）		登録者及び稼働率の向上

												　1名以上の新規利用者の獲得、また年間の延利用者数8,300名以上を目指します。 メイ イジョウ シンキ リヨウシャ カクトク ネンカン ノベ リヨウ シャ スウ メイ イジョウ メザ



										（5）		アンケート調査の実施 チョウサ ジッシ

												利用者の行っている作業や行事について、満足度等を把握すためにアンケートを実施し事業運営に活かします。 リヨウ シャ オコナ サギョウ ギョウジ マンゾクド トウ ハアク ジッシ ジギョウ ウンエイ イ





										（6）		地域貢献 チイキ コウケン

												旭が丘地域との連携をより深めるため、上の原自治会及び傘松第二自治会の夏祭り等に参加します。また。地域美化活動として、毎月２回施設周辺の清掃を実施します。 ウエ ハラ ジチカイ オヨ カサマツ ダイニ ジチカイ ナツマツ トウ サンカ チイキ ビカ カツドウ マイツキ カイ シセツ シュウヘン セイソウ ジッシ





										（７）		法人委員会と連携し災害時事業継続計画（BCP)を作成し、計画に沿った事業整備を行います ホウジン イインカイ レンケイ サイガイ ジ ジギョウ ケイゾク ケイカク サクセイ ケイカク ソ ジギョウ セイビ オコナ



										（８）		福祉サービス第三者評価の結果を受けて、改善、向上に努めます。 フクシ ダイ サンシャ ヒョウカ ケッカ ウ カイゼン コウジョウ ツト



		15		新規事業 シンキ ジギョウ						（１）		建物壁面タイルの打診検査及びタイルの張替 タテモノ ヘキメン ダシン ケンサ オヨ ハリカエ

												建物壁面のタイルの圧着の検査を行い、不良箇所のタイルを張り替えます。 タテモノ ヘキメン アッチャク ケンサ オコナ フリョウ カショ ハ カ

										（2）		PASの交換 コウカン

												高圧引込ケーブル・LBS更新工事を実施します。 コウアツ ヒキコミ コウシン コウジ ジッシ

										（3）		LED照明へ切替工事 ショウメイ キリカエ コウジ

												既存の蛍光灯照明からＬＥＤへ切替工事を実施します。 キゾン ケイコウトウ ショウメイ キリカエ コウジ ジッシ

										（4）		看護師の雇用 カンゴシ コヨウ

												利用者への服薬についての指導、血圧測定等、医療的な支援者として、週1日（2時間）看護師を雇用します。 リヨウ シャ フクヤク シドウ ケツアツ ソクテイ トウ イリョウテキ シエン シャ シュウ ニチ ジカン カンゴシ コヨウ





		16		作業支援方針 サギョウ シエン ホウシン						（１）		作業科目

												・		自主生産　（陶芸品、石鹸等の生産及び販売他）

												・		受託作業　（封入封緘作業、、箱作業、清掃作業、資源物の回収作業、公園清掃） セイソウ サギョウ シゲン ブツ カイシュウ サギョウ コウエン セイソウ



										（２）		作業支援方針

												・		作業支援計画は、年度当初に作成し、状況にあわせて見直します。

														　 ｢個別支援計画｣に基づき、利用者各自の特性・適性にあったきめ細やかな作業支援に努めます。



										（３）		工賃の支払い

												・		つばさ就労継続支援Ｂ型事業の利用者に、つばさ就労継続支援事業工賃規程に基づき工賃を支払います。 ジギョウ



														　工賃の種類は次のとおりです。

														 ア）工　賃　実績に応じて、月単位で支給します。
 イ）一時金　年２回（７月・１２月）支給します。
　　2019年度の目標工賃：月額13,000円







		17		生活支援方針 セイカツ シエン ホウシン						　社会生活に必要な基本的習慣の確立を目的とし、毎日の積み重ねによってよりよい習慣形成や社会生活能力の向上・社会適応を育成し、自立した生活を念頭においた支援を目指します。 シャカイ セイカツ ヒツヨウ キホンテキ シュウカン カクリツ モクテキ マイニチ ツ カサ シュウカン ケイセイ シャカイ セイカツ ノウリョク コウジョウ シャカイ テキオウ イクセイ ジリツ セイカツ ネントウ シエン メザ





										（１）		身辺習慣の習得 シンペン シュウカン シュウトク

												・		生活スキルの向上（手洗い・歯磨き・食事・身だしなみ等）

										（2）		生活習慣の習得 セイカツ シュウカン シュウトク

												・		交通機関の利用・時間の認識・食事のマナー等

										（3）		コミュニケーション

												・		挨拶・言葉遣い・連絡等

										（４）		行事

												・		 一泊旅行・忘年会・七夕等

		18		保健衛生 ホケン エイセイ						　各利用者の衛生面及び健康状態を常に把握し、下記の内容を実施します。

										（１）		社会福祉法人おおぞらと協定を結んだ協力医療機関で年１回利用者の健康診断を実施します。また、希望者にはインフルエンザの予防接種を行い、結果を家庭に連絡し利用者の健康状態を把握します。





										（２）		家庭と連携し、毎日の利用者の健康状態を把握します。また、服薬、既往症等の調査を実施します。



										（３）		身体的機能低下の予防と作業の安全確保のため、毎朝ラジオ体操を実施します。



										（４）		毎月のおたより等で健康に関する情報を提供し、健康意識の啓蒙と、疾病、事故防止に努めます。



										（５）		利用者の心身の健康のため、対人関係や心理援助の相談、助言、指導に努めます。



										（６）		感染症予防マニュアルを整備し、施設全体として衛生意識の啓発、向上に努めます。



										（７）		看護師を新たに雇用し、利用者の健康管理に努めます。 カンゴシ アラ コヨウ リヨウ シャ ケンコウ カンリ ツト



		19		食事の提供 ショクジ テイキョウ						　業務委託による給食を提供します。
　食事は生活の基本であり、食の充実は生活の豊かさにもつながります。利用者の高齢化は不可避なものであり、生活習慣病の予防も大きな課題となっています。暖かい雰囲気で食事を楽しんでもらえるように努力し、他者との楽しいコミュニケーションの場となるよう留意します。









		20		就労対策 シュウロウ タイサク						　就労に必要な情報の収集、学習を行うとともに、職場実習及び就労の場の開拓に努めます。
　





		21		家族との連携 カゾク レンケイ						　利用者の支援を向上させるため、家族等との連携を密にします。

										（１）		毎日の連絡帳で利用者の状況を相互に把握します。

										（２）		2箇月に1回家族会を開催し、事業についての報告及び施設での利用者の状況を説明し、家族の方から施設運営等についての意見、要望を伺います。 カゲツ カイ カゾク カイ カイサイ ジギョウ ホウコク オヨ シセツ リヨウ シャ ジョウキョウ セツメイ カゾク カタ シセツ ウンエイ トウ イケン ヨウボウ ウカガ



		22		関係機関
との連携 カンケイ キカン レンケイ

										（１）		日野市及び特別支援学校との連携を深め新規利用者の獲得を目指します。

										（２）		日野市及び日野市生活・就労支援センター「くらしごと」等と連携し、在宅や離職障害者等の把握を行います。



		23		地域交流 チイキ コウリュウ						　利用者の生活圏である地域社会との関係づくりは、まず施設が地域の一員であるという自覚を持ち、地域の人々との交流と相互理解を深めることが大切です。
　具体的な方法として次の点に留意します。







										（１）		日常から施設紹介、作業工程の展示などを行い、施設の技術、設備、場所を業務に支障のない範囲で開放します。また、販売会等を通して施設見学や施設行事への参加を案内します。





										（２）		ボランティアの導入、育成を積極的に行い、開かれた事業所にします。ボランティアの受入体制を整え、その活動内容を明確にし、ボランティアと利用者がスムーズに交流できるようにし、ボランティアの定着を図っていきます。 ドウニュウ イクセイ オコナ ヒラ ジギョウ ショ ウケイレ タイセイ トトノ カツドウ ナイヨウ メイカク リヨウシャ コウリュウ テイチャク ハカ





										（３）		つばさ就労継続支援Ｂ型事業の活動や成果の発表、接客訓練を目的とした模擬店を実施し、家族会やボランティアの協力のもと、地域との交流の場としての「大空祭」を開催します。 ジギョウ





										（４）		年2回の市内一斉清掃や自治会主催による祭など、地元の活動に参加します。



		24		ボランティアの
受け入れ ウ イ						　地域に根ざした事業所として、作業・行事のボランティアを積極的に受入れ、事業の充実、支援の手伝いをしていただきます。





		25		実習生の
受け入れ ジッシュウセイ ウ イ						　経営基盤である利用者の確保に向け、障害当事者による経験や進路先の決定に際しての実習を積極的に受け入れます。また、資格取得のための福祉専門学校生及び社会福祉現場実習生等や市内の小学校の学習単元における施設見学や中・高生の職場体験実習も受け入れます。







		26		会議 カイギ

												会議名 カイギ メイ						対象職種 タイショウ ショクシュ												会議日 カイギ ビ

												職員会議 ショクイン カイギ						全員 ゼンイン												月1回 ツキ カイ

												支援員会議 シエン イン カイ ギ						サービス管理責任者・支援員 カンリ セキニン シャ シエン イン												毎週木曜日 マイシュウ モクヨウビ

												ケース会議 カイ ギ						サービス管理責任者・支援員 カンリ セキニン シャ シエン イン												随時木曜日 ズイジ モクヨウビ

												連絡打ち合せ レンラク ウ アワ						全員 ゼンイン												毎朝及び随時 マイアサ オヨ ズイジ

												防災会議 ボウサイ カイ ギ						防災対策委員 ボウサイ タイサク イイン												随時 ズイジ

												献立会議 コンダテ カイ ギ						利用者・施設長・支援員・栄養士 リヨウシャ シセツ チョウ シエン イン エイヨウシ												月1回 ツキ カイ



		27		研修 ケンシュウ						（研修の目的）

												　つばさ就労継続支援Ｂ型事業の目的を達成させるため、職員は、職務遂行に全力をあげるとともに、多様化する需要に対応できるよう研修を受けます。また、自己研鑽により専門性を磨き、利用者支援の向上に努めます。 ジギョウ





										（１）		施設内研修（ＯＪＴ）

												・		日常支援を通して、職員会議、支援員会議、ケース会議等を利用し、利用者支援の方向性を確認し、支援スキルの向上に努めます。



										（２）		施設外研修

												研修名 ケンシュウ メイ												期日 キジツ				場所 バショ				参加者 サンカ シャ

												東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会 トウキョウト シャカイ フクシ キョウギカイ チテキ ハッタツ ショウガイ ブカイ												年3回 ネン カイ				都内 トナイ				施設長 シセツ チョウ



												東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会 トウキョウト シャカイ フクシ キョウギカイ チテキ ハッタツ ショウガイ ブカイ												年2回 ネン カイ				都内 トナイ				支援員 シエン イン



												工賃アップセミナー コウチン												年1回 ネン カイ				都内 トナイ				支援員 シエン イン

												東京都強度行動障害支援者養成研修 トウキョウト キョウド コウドウ ショウガイ シエン シャ ヨウセイ ケンシュウ												年1回 ネン カイ				都内 トナイ				支援員 シエン イン



												新人職員研修他階層別研修 シンジン ショクイン ケンシュウ ホカ カイソウベツ ケンシュウ																都内 トナイ				施設長・支援員 シセツチョウ シエンイン



		28		修繕 シュウゼン						　建物及び設備については、竣工より34年以上経過し、施設、設備等も老朽化しており、突発的に修繕が必要な場合もあります。



										　2019年度は、建物壁面の落下する危険のあるタイルの張替、ＰＡＳの交換、ＬＥＤ照明への切替工事、ブラインド修繕を実施します。 タテモノ ヘキメン ラッカ キケン ハリカエ コウカン ショウメイ キリカエ コウジ シュウゼン ジッシ





		29		安全管理 アンゼン カンリ						　行動障害、てんかん、情緒不安定等、多種多様な障害のため、一人ひとり行動態様が異なる人達で構成されていることに配慮することが必要です。



												①		利用者が怪我等にあった場合、マニュアルに沿って支援員が応急手当を行い、家族と連絡をとり、必要に応じて医療機関での受診をします。



												②		事故が生じた場合の対処及び連絡、連携の組織を確立し、支援員が速やかに適切な対応、行動がとれるよう努めます。



												③		安全な環境づくりのため、作業室の道具類や室内の整理整頓の励行、危険箇所の点検を行います。 レイコウ



												④		その他、次の安全管理に努めます。

														・		作業安全　

														・		施設内の安全管理　

														・		施設外の安全管理

														・		自衛消防組織の設置、避難訓練、防災訓練、交通安全、立川防災館の体験研修



										（１）		防災対策

												①		防災対策については、地域との連携も図りながら、事業所周辺の整理整頓に心がけます。



												②		消防計画に基づき、火災予防に努めるとともに、自衛消防活動により、定期的に避難訓練を行います。



												③		震災対策についても、消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応ができるようにします。



												④		事業継続計画（BCP)を作成し、災害時にも安全かつ速やかに事業実施ができるように取り組みます。 ジギョウ ケイゾク ケイカク サクセイ サイガイ ジ アンゼン スミ ジギョウ ジッシ ト ク



										（２）		防犯対策

												①		　防犯対策は、警察署、警備会社と連携をとって対応します。



		30		緊急時の対応 キンキュウジ タイオウ						（１）		緊急時の各家庭への連絡については、電話連絡網やメールにより、速やかな対応を図ります。



										（２）		警備会社とは、深夜、土・日曜日及び祝祭日における緊急事態についても、職員に連絡が入り、連携して対応できるようにします。



										（３）		緊急時対応マニュアルを整備し、組織、任務分担を整備し、万一の緊急事態にも、速やかに適切な対応がとれるようにします。





		31		虐待防止の
ための措置 ギャクタイ ボウシ ソチ						　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重する視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出により、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じます。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止策を講じ市区町村へ報告します。 ショウガイシャ ギャクタイ ボウシホウ オヨ ショウガイシャ サベツ カイショウ ホウ トウ モト リヨウシャ ジンカク ソンチョウ シテン タ テイキョウ ツト ホウジン ギャクタイ ボウシ イインカイ ギャクタイ ボウシ ト ク タイセイ リヨウシャ カゾク ショクイン シュウチ テッテイ ギャクタイ ボウシ テイキテキ ヨ ア ギャクタイ ボウシ テイキテキ テイシュツ ギャクタイ ボウシ セッキョクテキ ト ク ショクイン タイ ケンシュウ ジッシ トウ ソチ コウ











		32		個人情報保護
の措置 コジン ジョウホウ ホゴ ソチ						　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。





										　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。





										　更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。



		33		苦情解決 クジョウ カイケツ						　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。 クジョウ ウケツケ マドグチ クジョウ カイケツ セキニンシャ オ ジンソク テイネイ セイイ モ カイケツ ツト





		34		環境負荷の
軽減・配慮 カンキョウ フカ ケイゲン ハイリョ						　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行うとともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行います。





		35		週間・日課表 シュウカン ニッカ ヒョウ						（別紙1参照）



		36		年間行事計画 ネンカン ギョウジ ケイカク						（別紙2参照）
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つばさ（別紙１週間・日課表）

		35．				2019年度　　つばさ　週間・日課表																		(別紙　１） ベッシ



		時　間 トキ アイダ		月　曜　 ツキ ヒカリ				火曜 カヨウ				水曜 スイヨウ				木曜 モクヨウ				金曜 キンヨウ				土曜
（第一・三土曜日） ドヨウ ダイ イチ サン ドヨウビ

																								8:30

																								土曜活動 ドヨウ カツドウ

		9:00		ミーティング

		9:15		トレーニング

		9:30		作　業　開　始 サク ギョウ カイ ハジメ



		12:00		昼　食・休　憩 ヒル ショク キュウ イコイ

		13:00		作　業　開　始 サク ギョウ カイ ハジメ								作　業　開　始 サク ギョウ カイ ハジメ

								クラブ活動																14:30



		15:00		作　業　終　了 サク ギョウ オワ リョウ								作　業　終　了 サク ギョウ オワ リョウ

		15:20		全　体　清　掃 ゼン カラダ キヨ ソウ

		15:30		お　　　　　　茶 チャ

		15:55		更衣・連絡帳記入

		16:00		ミーティング

				降　　　　　　所 オ ショ
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つばさ（別紙２年間行事計画）

		36．		2019年度　　つばさ　　年間行事計画																(別紙２） ベッシ



		月 ツキ		行　　　　事　　　　名 ギョウ コト メイ																その他 タ

				所　　　内 トコロ ナイ				所　　　外 ショ ガイ						販　売　会 ハン バイ カイ

		4						花見 ハナミ

																				家族会 カゾク カイ



		5		端午の節句 タンゴ セック



				健康診断 ケンコウ シンダン

		6																		家族会 カゾク カイ

								ボウリング



		7		七夕 タナバタ				宿泊旅行 シュクハク リョコウ						上の原自治会夏祭り ウエ ハラ ジチカイ ナツ マツ

														傘松第二自治会ふるさと祭り カサマツ ダイニ ジチカイ マツ



		8





		9		月見 ツキ ミ																家族会 カゾク カイ





		10						みんなと一緒の運動会（10/6） イッショ												家族会 カゾク カイ



				大空祭(10/27）

		11												日野市産業まつり ヒ ノ シ サンギョウ





		12		忘年会 ボウネンカイ				ミュージカル鑑賞 カンショウ												家族会 カゾク カイ

				年末大掃除 ネンマツ オオソウジ

				もちつき

				予防接種 ヨボウ セッシュ

		1		新年会 シンネンカイ





		2		節分 セツブン				ボウリング												家族会 カゾク カイ





		3		ひな祭り マツ				防災館見学 ボウサイ カン ケンガク





		その他　 タ		＊１　歯ブラシ点検を毎月実施 ハ テンケン マイツキ ジッシ

				＊２　大掃除毎月上旬実施。 オオソウジ マイツキ ジョウジュン ジッシ

				＊３　毎週火曜日の午後クラブ活動を実施 マイシュウ カヨウビ ゴゴ カツドウ ジッシ

				＊４　販売会については日程その他を考慮の上、出店を決定。 ハンバイ カイ ニッテイ タ コウリョ ウエ シュッテン ケッテイ

				＊５　毎月誕生日会を実施する。 マイツキ タンジョウビ カイ ジッシ

				＊６　毎月第一及び第三土曜日に土曜活動を実施します。 マイツキ ダイイチ オヨ ダイサン ドヨウビ ドヨウ カツドウ ジッシ
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やまばと（地活）

		2019						年度 ネンド				事　業　計　画 コト ギョウ ケイ ガ																		（地域活動支援センターⅠ型）
やまばと チイキ カツドウ シエン カタ



		１		事業所名 ジギョウ ショ メイ						やまばと

		２		事業名 ジギョウ メイ						地域活動支援センターⅠ型 チイキ カツドウ シエン カタ

		３		所在地 ショザイチ						日野市旭が丘二丁目４２番地の５ ヒノシ アサヒ オカ ニチョウメ バンチ

		４		事業所の
流れ ジギョウショ ナガ						昭和６２年４月１日 ショウワ ネン ガツ ニチ								日野市立つばさ学園やまばと学級
（「身体障害者福祉センターB型」として）開設 ヒノシリツ ガクエン ガッキュウ シンタイ ショウガイシャ フクシ カタ カイセツ



										平成１８年１０月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								障害者自立支援法による事業体形の移行により、
日野市立やまばと（「地域活動支援センターⅠ型」として）
事業開始 ショウガイシャ ジリツ シエン ホウ ジギョウタイ ケイ イコウ ヒノシリツ チイキ カツドウ シエン カタ ジギョウ カイシ





										平成２６年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								社会福祉法人おおぞらの事業所「やまばと」として
事業開始 シャカイフクシホウジン ジギョウショ ジギョウ カイシ



		５		利用定員 リヨウ テイイン						２０名 メイ

		６		事業の
実施地域 ジギョウ ジッシ チイキ						日野市 ヒノシ



		７		事業の主たる
対象者 ジギョウ シュ タイショウシャ						(1) 創作的活動、社会交流事業、レクリエーション及び送迎サービス　
　　65歳未満の身体障害者及び知的障害者　　 ソウサクテキ カツドウ シャカイ コウリュウ ジギョウ オヨ ソウゲイ サイミマン シンタイ ショウガイシャ オヨ チテキ ショウガイシャ



										（2）相談支援事業
　　障害者（児）、保護者及び支援者等



		８		営業日 エイギョウビ						月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く ゲツヨウビ キンヨウビ シュクジツ



		９		営業時間 エイギョウ ジカン						午前８時３０分～午後５時１５分 ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン

		１０		サービス
提供時間 テイキョウ ジカン						午前９時３０分～午前１１時３０分まで、
及び午後１時３０分から午後３時３０分 ゴゼン ジ フン ゴゼン ジ フン オヨ ゴゴ ジ フン ゴゴ ジ フン



		１１		事業の目的 ジギョウ モクテキ						　市内の在宅の障害者に、地域の実情に応じ、創作的活動または生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等の便宜を提供します。



		１２		職員配置

												施設長 シセツチョウ										１名 メイ				常勤職員
（つばさ施設長を兼務） ジョウキン ショクイン シセツチョウ



												相談支援専門員 ソウダン シエン センモンイン										１名 メイ				常勤職員
（特定相談、障害児相談相談員を兼務） ジョウキン ショクイン トクテイ ソウダン ショウガイジ ソウダン ソウダンイン ケンム



												支援員 シエンイン										３名 メイ				常勤職員　　 ２名
（１名専任・１名相談員を兼務）
非常勤職員　１名
（常勤換算：0.9人） メイ センニン メイ ソウダンイン ケンム ジョウキン カンサン ニン





												運転手 ウンテンシュ										1名 メイ				非常勤職員（常勤換算：0.5人） ヒジョウキン ショクイン ジョウキン カンサン ニン



		１３		施設運営方針						　障害者の自立と社会参加を促進するため、利用者相互および健常者との好ましい交流が図れるよう配慮します。また、障害者や障害者団体・ボランティアグループなどが能動的に活動することができるよう、体制整備に努めます。





		１４		2019年度
重点目標 ネンド ジュウテン モクヒョウ						（１）		地域活動支援センターの基礎的活動事業 チイキ カツドウ シエン キソテキ カツドウ

										　利用者に対しより一層の事業の充実を図る傍ら、ホームページなどでの情報発信および地域での会議などを通して、関係機関へのやまばとの周知にも努め、日中の場を探してる障害をお持ちの方にも情報が届くような発信をしていきます。 リヨウ シャ タイ イッソウ ジギョウ ジュウジツ ハカ カタワ ジョウホウ ハッシン チイキ カイギ トオ カンケイ キカン シュウチ ツト ニッチュウ バ サガ ショウガイ モ カタ ジョウホウ トド ハッシン





										（２）　		ボランティア育成事業

										　日頃の活動や行事等にボランティア及び実習生、職場体験の学生を積極的に受け入れることによって、障害のある方との交流を通して、障害に対する理解や認識を深めてもらう場を提供していきます。 ヒゴロ カツドウ ギョウジ トウ オヨ ジッシュウセイ ショクバ タイケン ガクセイ セッキョクテキ ウ イ ショウガイ カタ コウリュウ トオ ショウガイ タイ リカイ ニンシキ フカ バ テイキョウ





		１５		地域活動支援
センターの
基礎的事業						　障害者に、創作的活動又は生産活動の機会の提供、その他日常に必要な便宜を供与するための日中活動プログラムを提供します。





		１６		相談支援事業						　障害者等、障害児の保護者又は障害者等の介護を行う方などからの相談に応じ、必要な情報の提供等の便宜を供与することや、権利擁護のために必要な援助を行うことにより、障害者等が自立した日常生活または社会生活を営むことができるようにすることを目的とします。
　また、地域自立支援協議会への参加を通して、他機関との連携及び社会資源の活用や整備等に努めます。











		17		創作的活動、生産活動						月間活動プログラム

																月曜日				火曜日				水曜日				木曜日				金曜日

												１週		午前		軽体操				音楽療法				おりがみ				グループワーク				軽体操

														午後		絵てがみ				軽体操				社会交流
事業 シャカイ コウリュウ ジギョウ				軽体操 カル タイソウ				籐工芸

												２週		午前		軽体操				音楽療法				リズム体操				グループワーク				軽体操 カル

														午後		絵てがみ				軽体操				グループワーク				グループワーク				籐工芸

												３週		午前		軽体操				音楽療法				おりがみ				グループワーク				軽体操

														午後		絵てがみ				軽体操				社会交流
事業 シャカイ コウリュウ ジギョウ				軽体操 カル タイソウ				籐工芸

												４週		午前		軽体操				音楽療法				リズム体操				グループワーク				軽体操 カル

														午後		絵てがみ				軽体操				グループワーク				グループワーク				籐工芸

												５週		午前		軽体操				音楽療法				おりがみ				グループワーク				外出体験

														午後		絵てがみ				軽体操				グループワーク				軽体操 カル タイソウ

												午前９時３０分～１１時３０分　　　午後１時３０分～　３時３０分

												月２回程度社会交流事業を行います。

												・		　グループワークでは書道・絵画・脳トレ・ゲーム・パソコンなど選択していただきます。



												・		第2か4木曜日のどちらかの午後に、利用者交流を兼ねて外出を企画していきます。 ダイ モクヨウビ ゴゴ リヨウシャ コウリュウ カ ガイシュツ キカク



		１８		社会交流事業 シャカイ コウリュウ ジギョウ						　市内の障害のある方達の外出のきっかけや交流の場の提供を目的として、社会交流事業として映画会や軽スポーツなどを開催致します。 シナイ ショウガイ カタタチ ガイシュツ コウリュウ バ テイキョウ モクテキ シャカイ ケイ カイサイイタ



		１９		送迎 ソウゲイ						　地域活動支援センターを利用される方の利便を図るため、送迎を行います。



		２０		障害に対する理解を促す普及啓発について						　障害のある方が積極的に参加・貢献できるような社会である為、障害のある人もない人も共に生きることができる社会を目指す必要があります。その為には、障害のない方にも障害者に対する理解や認識を深めていただくような啓発活動を進めていきます。 ショウガイ カタ セッキョクテキ サンカ コウケン シャカイ タメ トモ イ シャカイ メザ ヒツヨウ タメ ショウガイ カタ シャ タイ リカイ ニンシキ フカ ケイハツ カツドウ スス







		２１		関係機関
との連携 カンケイ キカン レンケイ						　福祉サービス体制などを充実させ、利用者が十分に満足できるようなサービスを提供します。医療は(医院・病院等)専門的な立場から情報交換が出来るように配慮し、利用者が安心できる体制が必要です。また、支援する関係者が意思統一を図り、利用者の不安を解消するために福祉機関等との連携を図っていきます。







		２２		地域交流 チイキ コウリュウ						　利用者の生活圏である地域社会との関係づくりは、まず施設が地域の一員であるという自覚を持ち、地域の人々との交流と相互理解を深めることが大切です。
　具体的な方法として次の点に留意します。





										（１）		日常から施設紹介、設備、場所を業務に支障のない範囲で開放します。また、施設行事等への参加を案内します。



										（２）　		ボランティア等を積極的に受け入れ、事業運営における有効な社会資源として活用していきます。



										（３）		地域活動支援センターの活動や成果の発表を目的とした「大空祭」をボランティアの協力のもと開催し、地域との交流の場とします。また、関係機関主催の行事　（「みんなと一緒の運動会」等）に参加し、周辺施設との相互理解と連携を強化していきます｡







										（４）		年2回の市内一斉清掃等、地元の活動に参加します。

		２３		ボランティア
育成事業						　地域住民のボランティアの育成を図り、福祉施設等で活動できるよう援助します。また、地域の学校との連携を図り体験会を実施します。学生のボランティア体験希望者の受入れも行います。





										（活動内容）

												・		学習会の開催

												・		交流会の開催

												・		福祉体験会（車椅子・ブラインドウォ－クなど）

		２４		実習生の
受け入れ ジッシュウセイ ウ イ						　福祉を学ぶ実践の場として実習生に学習の機会を提供していきます。
　（社会福祉士実習受入れ、教員免許法の特例による介護等体験受入れ、職場体験受入れなど）





		２５		会議 カイギ

												会議名 カイギ メイ								対象職種 タイショウ ショクシュ						会議日 カイギ ビ

												職員会議 ショクイン カイギ								全員 ゼンイン						第一木曜日及び随時 ダイ イッ モクヨウビ オヨ ズイジ

												送迎従事者会議 ソウゲイ ジュウジシャ カイ ギ								全員 ゼンイン						月１回及び随時 ツキ カイ オヨ ズイジ

												連絡打ち合わせ レンラク ウ ア								全員 ゼンイン						毎日（朝・夕） マイニチ アサ ユウ



		２６		職員研修						　東京都や東京都社会福祉協議会等の催す研究会や研修への参加により、多様化、複雑化する福祉のニーズに対応できるよう知識や技術を高め、仕事への意欲や自己啓発を促し職員の資質の向上を図ります。





		２７		修繕 シュウゼン						　建物及び設備については、竣工より34年以上経過し、施設、設備等も老朽化しており、突発的に修繕が必要な場合もあります。　下記の修繕、更新を計画的に実施します。 カキ シュウゼン コウシン ケイカクテキ ジッシ





										（１）		建物壁面タイルの打診検査及びタイルの張替 タテモノ ヘキメン ダシン ケンサ オヨ ハリカエ

												建物壁面のタイルの圧着の検査を行い、不良箇所のタイルを張り替えます。 タテモノ ヘキメン アッチャク ケンサ オコナ フリョウ カショ ハ カ

										（2）		PASの交換 コウカン

												高圧引込ケーブル・LBS更新工事を実施します。 コウアツ ヒキコミ コウシン コウジ ジッシ

										（3）		LED照明へ切替工事 ショウメイ キリカエ コウジ

												既存の蛍光灯照明からＬＥＤへ切替工事を実施します。 キゾン ケイコウトウ ショウメイ キリカエ コウジ ジッシ

										（４）		事務室空調機の更新 ジムシツ クウチョウキ コウシン

										（５）		ブラインド修繕 シュウゼン

		２８		安全管理 アンゼン カンリ						　職員や利用者に対し、防災教育・訓練を徹底し、防災体制を確立します。

												・		自衛消防隊の設置

												・		避難訓練・防災訓練の実施

										（１）		　防災対策

												①		防災対策については、地域との連携も図りながら、事業所周辺の整理整頓に心がけます。



												②		消防計画に基づき、火災予防に努めるとともに、自衛消防活動により、定期的に避難訓練を行います。



												③		震災対策についても、消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応ができるようにします。



										(２)		防犯対策

												①		 防犯対策は、警察署とも連携をとって対応します。

		２９		緊急時の対応 キンキュウジ タイオウ						（１）		緊急時の各家庭への連絡については、電話等により、速やかな対応を図ります。



										（２）　		警備会社とは、深夜、土・日曜日及び祝祭日における緊急事態についても、職員に連絡が入り、連携して対応できるようにします。



										（３）		緊急時対応マニュアルを整備し、組織、任務分担を整備し、万一の緊急事態にも、速やかに適切な対応がとれるようにします。



		３０		虐待防止の
ための措置 ギャクタイ ボウシ ソチ						　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重する視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出により、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じます。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止策を講じ市区町村へ報告します。 ショウガイシャ ギャクタイ ボウシホウ オヨ ショウガイシャ サベツ カイショウ ホウ トウ モト リヨウシャ ジンカク ソンチョウ シテン タ テイキョウ ツト ホウジン ギャクタイ ボウシ イインカイ ギャクタイ ボウシ ト ク タイセイ リヨウシャ カゾク ショクイン シュウチ テッテイ ギャクタイ ボウシ テイキテキ ヨ ア ギャクタイ ボウシ テイキテキ テイシュツ ギャクタイ ボウシ セッキョクテキ ト ク ショクイン タイ ケンシュウ ジッシ トウ ソチ コウ











		３１		個人情報保護
の措置 コジン ジョウホウ ホゴ ソチ						　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。





										　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。





										　更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。



		３２		苦情解決 クジョウ カイケツ						　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。 クジョウ ウケツケ マドグチ クジョウ カイケツ セキニンシャ オ ジンソク テイネイ セイイ モ カイケツ ツト





		３３		環境負荷の
軽減・配慮 カンキョウ フカ ケイゲン ハイリョ						　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行うとともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行います。
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やまばと（相談支援）

		2019						年度 ネンド				事　業　計　画 コト ギョウ ケイ ガ																		（特定相談支援事業）
（障害児相談支援事業）
やまばと トクテイ ソウダン シエン ジギョウ ショウガイジ ソウダン シエン ジギョウ





		１		事業所名 ジギョウ ショ メイ						やまばと

		２		事業名 ジギョウ メイ						特定相談支援事業・障害児相談支援事業 トクテイ ソウダン シエン ジギョウ ショウガイジ ソウダン シエン ジギョウ

		３		所在地 ショザイチ						日野市旭が丘二丁目４２番地の５ ヒノシ アサヒ オカ ニチョウメ バンチ

		４		事業所の
流れ ジギョウショ ナガ						平成２４年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								　障害者自立支援法の改正により、事業体系の見直し及び児童福祉法に基づく事業の創設



										平成２６年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								 社会福祉法人おおぞらの事業所として事業を開始

		５		事業の
実施地域 ジギョウ ジッシ チイキ						主に日野市
（市外施設利用者で日野市の支給決定者・市内施設の利用者で他地域の支給決定者） オモ ヒノシ シガイ シセツ リヨウシャ ヒノシ シキュウ ケッテイ シャ シナイ シセツ リヨウシャ タ チイキ シキュウ ケッテイ シャ





		６		事業の主たる
対象者 ジギョウ シュ タイショウシャ						障害者（18歳以上の身体障害者及び知的障害者及び精神障害者）

										障害児（18歳未満の身体障害児及び知的障害児及び精神障害児）

		７		営業日 エイギョウビ						月曜日から金曜日
ただし、国民の祝日及び１２月２９日から１月３日までを除く シュクジツ



		８		営業時間 エイギョウ ジカン						午前８時３０分～午後５時１５分 ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン

		９		サービス
提供時間 テイキョウ ジカン						午前９時００分～午後４時００分
（上記時間外でのご提供に関しては応相談にて対応） ジ フン ジ フン ジョウ ジカン ガイ テイキョウ カン オウ ソウダン タイオウ



		１０		事業の目的 ジギョウ モクテキ						　利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者又は障害児の保護者の選択に基づき、適切な保健、医療、福祉、就労支援、教育等のサービスを総合的かつ効率的に提供する。





		１１		職員配置 ショクイン ハイチ

												施設長 シセツ チョウ										１名 メイ						（兼務）つばさ施設長を兼務 ケンム シセツチョウ ケンム

												責任者 セキニンシャ										1名 メイ						（兼務）はくちょう施設長を兼務 ケンム シセツチョウ ケンム

												相談支援専門員 ソウダン シエン センモンイン										１名 メイ						（兼務） 地活支援員を兼務 ケンム チ カツ シエンイン ケンム

												事務員 ジムイン												1名 メイ				非常勤職員（常勤換算0.4人） ヒジョウキン ショクイン ジョウキン カンサン ニン



		１２		実施事業						　特定相談支援・障害児相談支援において、支給決定又は支給決定の変更前に、サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案を作成します。また、支給決定又は変更後にサービス事業者等との連絡調整、計画の作成をします。支給決定後は、厚生労働省令で定める期間ごとに、サービス等の利用状況の検証を行い計画の見直し（モニタリング）を行います。また、サービス事業者等との連絡調整、支給決定又は支給決定の変更に係る申請の勧奨を行います。











		１３		2019年度
重点目標 ネン ド ジュウテン モクヒョウ						（１）		特定相談支援・障害児相談支援では、障害者(児)への適切なサービス提供に向けて、サービス等利用計画の作成、事業者との連絡調整及び連携と変化に応じた計画の見直し等の充実を図ります。





		１４		虐待防止の
ための措置 ギャクタイ ボウシ ソチ						　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重する視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出により、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じます。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止策を講じ市区町村へ報告します。 ショウガイシャ ギャクタイ ボウシホウ オヨ ショウガイシャ サベツ カイショウ ホウ トウ モト リヨウシャ ジンカク ソンチョウ シテン タ テイキョウ ツト ホウジン ギャクタイ ボウシ イインカイ ギャクタイ ボウシ ト ク タイセイ リヨウシャ カゾク ショクイン シュウチ テッテイ ギャクタイ ボウシ テイキテキ ヨ ア ギャクタイ ボウシ テイキテキ テイシュツ ギャクタイ ボウシ セッキョクテキ ト ク ショクイン タイ ケンシュウ ジッシ トウ ソチ コウ











		１５		個人情報保護
の措置 コジン ジョウホウ ホゴ ソチ						　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。







										　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を利用者に理解いただき、同意を得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。





										　更に、利用者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。

		１６		苦情解決 クジョウ カイケツ						　利用者及び家族からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。 クジョウ ウケツケ マドグチ クジョウ カイケツ セキニンシャ オ ジンソク テイネイ セイイ モ カイケツ ツト
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放課後クラブ

		2019						年度 ネンド				事　業　計　画 コト ギョウ ケイ ガ																		（放課後等デイサービス事業）
障害児放課後クラブ ホウカゴトウ ジギョウ ショウガイジ ホウカゴ



		１		事業所名 ジギョウ ショ メイ						障害児放課後クラブ

		２		事業名 ジギョウ メイ						放課後等デイサービス事業 ホウカゴトウ ジギョウ

		３		所在地 ショザイチ						日野市平山二丁目1番地の1　平山台健康・市民支援センター内

		４		事業所の
流れ ジギョウショ ナガ						平成２０年７月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								放課後クラブ（日野市からの受託事業として）開設

										平成２６年４月１日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ								社会福祉法人おおぞらの事業所｢放課後クラブ」(放課後等デイサービス事業）として事業開始 ジギョウ



		５		利用定員 リヨウ テイイン						１０名 メイ

		６		事業の
実施地域 ジギョウ ジッシ チイキ						日野市



		７		事業の主たる
対象者 ジギョウ シュ タイショウシャ						事業の対象者は、障害を有する小学生、中学生及び高校生とする。 ジギョウ タイショウシャ ショウガイ ユウ ショウガクセイ チュウガクセイ オヨ コウコウセイ



		８		営業日 エイギョウビ						月曜日から金曜日　
ただし、国民の祝日及び12月29日から翌年1月3日までを除く オヨ



		９		営業時間 エイギョウ ジカン						学校開業日　　午後２時００分から午後６時００分
学校休業日　　午前９時００分から午後４時００分 ゴゴ ジ フン ゴゴ ジ フン ガッコウ キュウギョウビ ゴゼン ジ フン ゴゴ ジ フン



		１０		サービス
提供時間 テイキョウ ジカン						学校開業日　　午後２時００分から午後６時００分まで
　　　　　　　　　（学校の終了時間による調整あり） ジ フン ジ フン



										学校休業日　　午前９時00分から午後４時００分まで ジ フン ジ フン

		１１		事業の目的 ジギョウ モクテキ						　学校に通学する障害児に対して、放課後等デイサービスを提供することにより、児童及び保護者の福祉の増進を図ることを目的とします。



		１２		職員配置 ショクイン ハイチ

												施設長 シセツチョウ										1名 メイ				常勤職員
（常務理事、事務長を兼務） ジョウキン ショクイン ジョウム リジ ジムチョウ



												管理者 カンリシャ										１名 メイ				常勤職員
（児童発達支援管理責任者を兼務） ジョウキン ショクイン ジドウ ハッタツ シエン カンリ セキニン シャ ケンム



												児童発達支援管理責任者 ジドウ ハッタツ シエン カンリ セキニン シャ										１名 メイ				常勤職員（管理者を兼務） ジョウキン ショクイン カンリシャ ケンム

												児童指導員 ジドウ シドウイン										2名 メイ				常勤職員　　１名　
非常勤職員　１名（常勤換算0.5人） ジョウキン ショクイン メイ ヒジョウキン ショクイン メイ ジョウキン カンサン ニン



												指導員 シドウイン										７名 メイ				非常勤職員　７名（常勤換算1.7人） ヒジョウキン ショクイン メイ ジョウキン カンサン ニン





		１３		施設運営方針 シセツ ウンエイ ホウシン						（１）		利用児童と学校との連携により、発達段階に応じた個別の援助と支援を行います。



										（２）		関係自治体及び地域の保健・医療・福祉サービス機関との連携を図り総合的なサービスの提供に努めます。



										（３）		児童福祉法他関係法令を遵守し、事業を実施します。

		１４		2019年度
重点目標 ネンド ヘイネンド ジュウテン モクヒョウ						（１）		放課後等デイサービスの事業は、個別支援計画の作成を主とする援助と支援の充実が求められています。そのために家庭との連携を強化し職員の専門性の向上に努めます。 ジギョウ





										（２）		人事評価制度を活用し、職務の基準を明確化することでの職員のスキルアップと個人面談による人材育成に努めます。 ジンジ ヒョウカ セイド カツヨウ ショクム キジュン メイカクカ ショクイン コジン メンダン ジンザイ イクセイ ツト



										（３）		利用者の方々に良質で適切なサービスを提供し、事業の質を向上させるために第三者評価を受審します。 リヨウシャ カタガタ リョウシツ テキセツ テイキョウ ジギョウ シツ コウジョウ ダイサンシャ ヒョウカ ジュシン



										（４）		支援の質の向上と支援内容の適正化のため利用者保護者等向けと職員向けの自己評価を実施します。 シエン シツ コウジョウ シエン ナイヨウ テキセイカ リヨウシャ ホゴ シャ トウ ム ショクイン ム ジコ ヒョウカ ジッシ



		15		放課後等デイサービスの内容 ホウカゴトウ ナイヨウ						（１）		放課後等デイサービス計画の作成

										（２）		基本事業

												①		自立した日常生活を送るための支援

												②		創作的活動、作業活動

												③		余暇の提供

												④		相談業務

												⑤		地域交流の機会の提供

												⑥		送迎サービス



		16		保健衛生 ホケン エイセイ						（１）		家庭と連携し、毎日の利用児童の健康状態を把握します。また、服薬、既往症等の調査を実施します。



										（２）		感染症予防マニュアルを整備し、施設全体として衛生意識の啓発、向上に努めます。



		17		食事の提供 ショクジ テイキョウ						　学校休業日の食事提供の実施に向け検討します。



		18		送迎 ソウゲイ						　学校開業日は、七生特別支援学校、平山小学校、平山中学校及び七生中学校に事業所のワゴン車でお迎えに行きます。 ヒラヤマ チュウガッコウ オヨ ナナオ チュウガッコウ



										　学校休業日は自宅付近までお迎えに行きます。

										　帰りは希望者を自宅付近まで送ります。

		19		家庭との連携 カテイ レンケイ						（１）		毎日の連絡帳で利用児童の状況を相互に把握します。

										（２）		必要に応じて保護者との面談、家庭訪問を行います。

		20		関係機関
との連携 カンケイ キカン レンケイ						（１）		日野市並びに地域の保健、福祉、教育及び医療サービス機関との綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。



										（２）		日野市内放課後等デイサービス連絡会と連携をして情報交換や研修に努めます。 ヒノシナイ ホウカゴ トウ レンラク レンケイ ジョウホウ コウカン ケンシュウ ツト



		21		地域交流 チイキ コウリュウ						（１）		ボランティア等を積極的に受け入れ、事業運営における有効な社会資源として活用していきます。



										（２）		平山台健康・市民支援センター内に設置されていることを生かして、利用している市民や団体と交流を深める方策を検討します。



		22		ボランティアの
受け入れ ウ イ						　活動の充実と地域との連携を深めるために積極的にボランティアを受け入れます。



		23		実習生の
受け入れ ジッシュウセイ ウ イ						　実習生受け入れに関する基準に基づき、各種資格等取得のために必要な実習の依頼が、大学・専門学校等よりあった場合は受け入れます。



		24		会議 カイギ

												会議名 カイギ メイ								対象職種 タイショウ ショクシュ								会議日 カイギ ビ

												連絡打合せ レンラク ウチアワ								全員 ゼンイン								毎日　活動前 マイニチ カツドウ マエ

												ケース会議 カイギ								全員 ゼンイン								月１回　 ツキ カイ

												職員会議 ショクイン カイギ								全員 ゼンイン								随時 ズイジ

												個別支援計画
関連会議 コベツ								児童発達支援管理責任者
指導員 シドウイン								立案・中間報告・総括時期





		25		職員研修 ショクイン ケンシュウ						　 障害児放課後クラブの目的を達成させるため、職員は、職務遂行に全力をあげるとともに、多様化する需要に対応できるよう研修を受けます。また、自己研鑽により専門性を磨き、社会的地位の向上に努めます。





										救命救急講習、防火管理者講習、チームリーダー研修、人権研修、法人研修といった施設外研修や、七生特別支援学校による学校公開等の行事参加に参加します。 キュウメイ キュウキュウ コウシュウ ボウカ カンリシャ コウシュウ ケンシュウ ジンケン ケンシュウ ホウジン ケンシュウ シセツ ガイ ケンシュウ ナナオ トクベツ シエン ガッコウ ガッコウ コウカイ トウ ギョウジ サンカ サンカ





		26		修繕 シュウゼン						　建物及び設備については老朽化も目立ち、突発的な修繕が必要な場合もあります。



										　利用児童の安全を第一に、軽微な修繕については、修繕費として必要な経費を確保します。



										　大きな修繕については、市と協議し、対応します。

										　２０１９年度は防炎カーテンの設置、利用者に持つ置き場の整備、事務室扉の修繕を行います。 ネンド ボウエン セッチ リヨウシャ モ オ バ セイビ ジムシツ トビラ シュウゼン オコナ



		27		安全管理						　・利用児童の安全を図ると同時に、建物及び内外の施設の事故防止のため施設整備を心掛けます。 シセツ セイビ



										　・利用児童に万が一怪我等があった場合は、協力医療機関または保護者の指定する医療機関に連絡する等必要な処置を講ずる他、家庭等に連絡を取るなど適切な対応に努めます。





										・送迎車両を安全性向上のため入替えます。 ソウゲイ シャリョウ アンゼンセイ コウジョウ イレカ

										（１）		防災対策 ボウサイ タイサク

												①		防災対策については、地域との連携も図りながら、事業所周辺の整理整頓に心がけます。



												②		消防計画に基づき、火災予防に努めるとともに、自衛消防活動により、月一回避難訓練を行います。 ツキ イッカイ



												③		震災対策についても、消防計画に基づき、安全かつ迅速な対応ができるようにします。



												④		平山台健康・市民支援センターの自衛消防組織と連携をして防災訓練などに参加をします。 ヒラヤマダイ ケンコウ シミン シエン ジエイ ショウボウ ソシキ レンケイ ボウサイ クンレン サンカ



										（２）		防犯対策 ボウハン タイサク

												①		防犯対策は、警察署、警備会社（セコム）と連携をとって対応します。

		28		緊急時の対応 キンキュウジ タイオウ						（１）		緊急時の各家庭への連絡については、電話等により、速やかな対応を図ります。



										（２）		緊急時対応マニュアルを整備し、組織、任務分担を整備し、万一の緊急事態にも、速やかに適切な対応がとれるようにします。





		29		虐待防止の
ための措置 ギャクタイ ボウシ ソチ						　障害者虐待防止法及び障害者差別解消法等に基づき、利用者の人格を尊重する視点に立ったサービス提供に努めます。法人における虐待防止委員会による虐待防止への取り組みと体制を利用者・家族・職員への周知を徹底し、虐待防止マニュアルの定期的な読み合わせ、虐待防止セルフチェックリストの定期的提出により、虐待防止に積極的に取り組みます。職員に対し研修を実施する等措置を講じます。また、虐待や差別を受けている恐れがある場合には、直ちに実態の報告と防止策を講じ市区町村へ報告します。 ショウガイシャ ギャクタイ ボウシホウ オヨ ショウガイシャ サベツ カイショウ ホウ トウ モト リヨウシャ ジンカク ソンチョウ シテン タ テイキョウ ツト ホウジン ギャクタイ ボウシ イインカイ ギャクタイ ボウシ ト ク タイセイ リヨウシャ カゾク ショクイン シュウチ テッテイ ギャクタイ ボウシ テイキテキ ヨ ア ギャクタイ ボウシ テイキテキ テイシュツ ギャクタイ ボウシ セッキョクテキ ト ク ショクイン タイ ケンシュウ ジッシ トウ ソチ コウ











		30		個人情報保護
の措置 コジン ジョウホウ ホゴ ソチ						　｢社会福祉法人おおぞら個人情報保護規程」、｢福祉関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」等に沿って、個人情報の正確性及び重要性を十分認識し、適正な取り扱いに努めます。





										　個人情報の取得時には、個人情報の使用目的を保護者に理解いただき、同意を得た上で情報を取得します。また、個人情報の適正管理と安全管理に適切、迅速かつ効率的な対応ができるように、責任体制を明確化します。





										　更に、保護者が気軽に問い合わせすることができるような体制づくりに努めます。



		31		苦情解決 クジョウ カイケツ						　利用児童及び保護者からの苦情を解決するにあたっては、利用者本位・権利擁護の考えを基本にし、「社会福祉法人おおぞら苦情対応規程」に基づき、苦情受付窓口、苦情解決責任者を置き、迅速かつ丁寧に、誠意を持って解決に努めます。 ジドウ ホゴシャ クジョウ ウケツケ マドグチ クジョウ カイケツ セキニンシャ オ ジンソク テイネイ セイイ モ カイケツ ツト







		32		環境負荷の
軽減・配慮 カンキョウ フカ ケイゲン ハイリョ						　資源ごみ等の分別及び印刷物の裏紙使用等の徹底により、廃棄物の削減を行うとともに、電気、ガス、ガソリン等の使用量を可能な限り減らし、環境への配慮を行います。





		33		週間・日課表 シュウカン ニッカ ヒョウ						（学校開業日） ガッコウ カイギョウビ

												１４時００分～１６時００分 フン フン										余暇活動・学習等

												１６時００分～１６時１５分 フン										おやつの提供

												１６時１５分～１７時００分 フン										設定プログラム（運動・絵画・創作・音楽等）

												１７時００分 フン										家庭への送り開始

												１８時００分 フン										終了

										（学校休業日） ガッコウ キュウギョウビ

												９時００分～１０時００分 ジ フン ジ フン										家庭へのお迎え カテイ ムカ

												１０時００分～１１時００分 ジ フン ジ フン										余暇活動・学習等

												１１時００分～１２時００分 ジ フン ジ フン										設定プログラム（運動・絵画・創作・音楽等）

												１２時００分～１３時００分 ジ フン ジ フン										昼食 チュウショク

												１３時００分～１４時００分 ジ フン ジ フン										余暇活動

												１４時００分～１５時００分 ジ フン ジ フン										夏季休暇中は水遊び等、
　　それ以外は屋外活動 カキ キュウカチュウ ミズアソ トウ イガイ オクガイ カツドウ



												１５時００分～１６時００分 ジ フン ジ フン										余暇活動 ヨカ カツドウ

												１６時００分～ ジ フン										家庭への送り開始

												１７時００分 ジ フン										終了

		34		年間行事予定 ネンカン ギョウジ ヨテイ						　以下の行事を行います。

												４月 ガツ						お花見 ハナミ

												８月 ガツ						夏祭り（スイカ割り、ゲーム等）

												１０月 ガツ						お散歩会（平山城址公園等散策）

												１２月 ガツ						クリスマス会

												３月 ガツ						卒業生を祝う会

												・　		毎月利用児童のお誕生日会を行います。 マイツキ リヨウ ジドウ タンジョウ カイ オコナ
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